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M̂ŝ-

.

通

貨

論

を

中

心V

し

て

再

び

福

澤

先

生

の.

: ;.
經

濟

論

を

観

る

■  

• 

:
 

.. 

:
 

:
 
_

'

.

. .
一

,

.

高

.
橋

，

猶

：

|
: 

0

.

.

:-
 

:  V:
:
.
 -

.

.
'
, .
 .:
 .
 .
 

.:.,

'
...'
 

•

.

.
 

/:
..

.

.
.
1
.

/

ン

..,

-.
 

:

:

‘
,

:

■
■
 

'

,

■ 

菩
人
は
本
誌
前
！i

所

載「

，梅

園

、
.
覺
及
び
福
澤
先
生
の
，經
濟
論
.

」

.
に
於
：ヤ
、

豐
後
许
築
の
大
儒m

浦
梅
園
は
、
原
始
的
廣
木
ネ-
 

義
に
在
？

I

I

至
意
義
を
有
す
る
.利

子

霞

貸

付
S

眼
し
、
f

に
由
っ
て
封
養
富
が
町
人
的
富
に
化
減
せ
ん
と
す
る 

出
相
に
當
面
し
.て
、「

商

-1
(

が
旣
.に
素
封
の
窟
を
有
す
れ
ば
、
千
.思
挖
掣
の
權
は
半
ば
旣
に
其
の
手
に
歸」

せ
る
こ
と
: ^

痛

歎

し

梅

園
‘
 

の
.學
系
を
傳
へ
た
る
同
國
昆
の
.輩
帆
足
萬
见
は
、
い
部
荷
力
の
S
A

が
諸
侯
の
射
政
S

與
し
、
封
建
組
織
の
，內
部
に
本
の
勢
力： 

を
扶
植
し
、
而
し
.て
之
れ
■

烛
.せ
：I
め
つ
、
あ
る
を
慨
友
、
財
利
を
士
流
拿
.に
委
せ
ん
こ
と
を
主
.張
し
、
而
し
て
此
の
萬
里
流
，
 

の
赞
學
が
全
盛
な
り
し
|

中
_

ょ
り
出
で
た
る
福
澤
先
生
は
、
,'
經
濟
的
精
カ
を
封
建
的
枸
來
ょ
り
解
放
し
、
日
本
を
錢
の
國
た
ら 

レ
め
ん
と
と
を
要
望
す
る
と
典
に
、
文
明
の
敎
育
裏
け
た
る
士
族
若
し
く
は
他
族
の
士
化
•し
允
る
麗
中
の
最
良
分
子
を
し
て
實
.業 

界
に
赴
か
乙
め
て
ノ
尙
商
立
國
を
行
は
ん
こ
と
を
期
せ
ら
れ
た
る
を
觀
た
,0
.

:
: 

:

.

抑
货
詾
を
中
心 >

>
し

5

.び
福
澤
先
坐
の
經
诱
論
を
觀
滂 

k

五
，

0

一：七
三
V



ン
洒
貨
論
を
中
心
考
し
：5.

び
_;

禪
先
虫
論
濟
論
を
徽
各
：'

'

.

五
-̂ 

(
I
I

七
：四)

.

梅
園
は
丨
金
錤
が
^

至
美
茧
珥
萬
國
皆
囑
望
ず
る
所
な
^
を
說
き
な
が
ら
'.
^

れ
が
流
入
を
來
さ
し
む
可
き
.外
國
貿
易
：の
利
.益
を
主
；張
す
.る

重

商

担

義

者

た

：る

.こ
：と_を
得
ず
し
.て
、
退
い
て
狡
猾
な 

身
の
別
益
.の
爲
め
.に
鹰
々
.
之
れ
を
國
外
に
流
.出
.せ
し
む
.る
.を
非
難
す
.る
保
守
主
義
者
た
 ̂

，.萬
盥
は
國
民
的
防
護
、
國
民
的
統 

1

の
必
要
に
驢
ら
れ
つ
ふ
あ
り
- L

時
代
Q.M

潮
；を
反
映
^

て
、
幾
分
歐
洲
に
於
け
.る
®
商
砉
的
經
濟
學
說
に
接
近
せ
ん
と
す
る
の
概 

を

示

せ

名

も

、
而

も

彼

れ

は

當

國

强

兵

の

，
因

を

商

，平

業

'の
：：發

達'
,

に
，求
む
る
こ
と
赴
く
、
又
、
蕕
府
の
鎖
國
政
策
に
凼
つ
て
對
外
的
發
展 

を
姐
示
せ
ら
れ
た
る
商
業
資
本
の
勢
力
が
國
內
的
に
伸
張
せ
.ん
.と
す
る
；こ
と

を
も
喜
ぶ
冕
の
で
は
な
か
つ
た
。
然
る
に
福
澤
先
生
は
夙 

に
開
園
の
必
要
を
主
張
し
、
先
進
文
明
國
士
の
觸
接
に
ょ
づ
て
、
自
國
の
產
業
を
刺
激
し
改
良
せ
ん
こ
と
を
企
圆
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る 

が
，#

が
て
歐
米
先
進
資
本
、_

國
.の
座
力
益
々
大
.な
.
.

る
を
感
ず
る
，に
及
ん
で
.、
國
.民
、義
を
强
調
し
、
國
財
に
乏
し
け
れ
ば
、
國
權 

も
亦
"

立
た
ず
、
國
權
立
尤
ざ
れ
ば
、
貿
易
の
利
も
亦
、
得
可
か
ら
ざ
る
を
論
じ
、
E

大
な
る
資
本
を
擁
し
、治
外
法
權
を
拿
有
し
て
、 

暴
®

を
極
め
、
多
大
の
利
益
を
獲
得
し
つ
-̂

あ
る
外
商
に
對
抗
す
る
の
遒
を
講
ぜ
ん
と
し
、
而
し
て
我
が
國
に
於
け
る
資
業
敎
育
漸
く 

迆
み
、
資
本
主
義
的
生
產
飢
織
へ
の
準
備H

第
、
將
に
成
ら
ん
と
す
る
に
及
ん
で
、
洱
び
自
凼
貿
易
論
に
向
つ
て
進
み
、
是
れ
に
由
つ 

て
無
漏
圆
滿
な
る
福
利
に
到
達
せ
ん
と
企
圖
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
吾
人
が
前
揭
論
文
中
に
於
い
て
論
じ
た
る
が
如
く
で
あ
る
t

福
澤
先
坐
は
.明
■治
維
新
前
ょ
り
し
て
完
全
な
る
國
民
的
統
一
の
要
求
を
實
現
す
可
き
、
君
主
政
體
の
樹
立
を
仰
望
し
て
居
ら
れ
た
0 

「

福
翁
自
傳」

の
記
す
所
に
據
る
に
、
先
生
は
、
文
久一

1

年
歐
行
の
.船
中
に
於
い
て
.、
松
木
弘
安
及
び
繁
作
秋
坪
と
共
にE

本
の
時
埶
を

論
じ
V「

ド
ゥ
だ
迚
も
幕
府
の
一
手
持
は
六
つ
如
し
.い
、
，：
先

づ

諸

大

名

''
$
:集
办
て
；
獨.逸
聯
邦
の
キ
ぅ
に
し
て
は
如
何」

と
述
べ
ら
れ
‘た
と 

沄
ふ
こ
と
で
ぁ
る
。(

明
治
三
士
一
年
六
月
發
兌「

福
澤
自
傅」

、
大
十
五
年
版
：「

福
澤
全
集」

第
七
卷
四
七
四
M〕
。
然
し
な
が
ら
、有 

カ
な
る
諸
藩
の
聯
概
に
依
つ
て
國
内
を
支
配
し
、
外
國
とQ

.

條
約
の
如
き
は
各
別
.に
締
結
し
て
、
宛
も
當
時
の
獨
逸
聯
邦
：の
如
き
も
の 

た
ら
し
め
ん
と
す
る
所
謂「

大
名
同
盟」

.

.の
說
が一

部
人
士
の
間
.に
.猫
唱
，せ
ら
る〜

'に
及
ん
で
、
先
生
は
斷
乎
と
し
て
之
れ
に
汉
對
し 

た
。
先
坐
が
慶
應
ニ
年
十1.

月
七
.日
附
を
以
つ
て
、
當
時
恰
も
翦
府
め
留
學
生
中
に
選
漱
，せ
ら
れ
て
、
英
國
行
の
船
中
に
在
.つ
た
福
澤 

英
之
肋(

和
田
愼
次
郞)

に
與
へ
た
書
翰
中
に
日
く
、「

大
名
同
盟
♦

論
は
.不
相
變
行
は
れ
候
樣
子
な
4
0
此
の
義
は
太
郞
殿
敬
輔
殿 

(

英
國
留
擧
坐1

行
の
監
#

川
路
太
郞
及
び
中
村
敬
輔(

J F
-I
I

V

を
指
す)

へ
も
^

々
»

兼
ね
て
小
生
の
持
論
に
.て
御
論
破
可
被

成
、
同
盟
の
說
行
は
^

候
は
：ぐ
隨
分
國
は
フ
リ
一
に
も
可
相
减
候
得
共
ご
^
居
窆
印
泛
日
如
パ
ヤ 

.

-. 

.

.

.

.

a

m
§
g

,

J.«
.

l

s

e

.如
，何

機

相

考

候

共

、
，

^

ナ
.
ル
キ
に
無
之
候
^

は
、
：唯
>

大

名

同

士

；
の
.、ヵ̂

リ
ャ
ィ
：に
て
、
我
が
國
の
文
明
關
化
は. 

進
.み
不
申
、
今
日
の
世
.に

出

で

大

名

同

盟

の

說

を

唱

ベ

候

藩

は

，一

.國
の
文
明
開
北
を
妨
げ
候
者
に
て
、
即
ち
傲
界
屮
の
罪
人
、
.萬
國
公 

法
の
.許
さ
か
る
所
散
り
。
.
.此
の
議
論
は
決
し
Iて
御
忘
却
被
成
間
敷
候」

i

?

(

昭
和
七
锥
版
汩
河
榦
明
著
：

「

福
澤
諭
吉
傅」

.
第
，1

卷
四 

六
九
丨
四
.七
〇
頁
參
照)

o

明
治
四
年
七
月
十
四
日
0

廢
藩
镫
縣
に
由
つ
て
對
：建
：の
制
度
は
、.
猶
ほ
强
カ
な
：る
镲
耍
素
を
殘
#
せ
し
め 

、な
.が
ら
、
：其
の
形
體
を
滅
し
て
、
近
代
的
集
權
的
銃
ー
；：.國
家
は
典
の
成
立
を
見
た
。
明
治
新
政
府
は
泰
西
流
の
政
治
組
織
を
學
び
、
泰 

西
流
の
生
產
方
法
を
採
り
"

舊
來
(0

封
建
的
拘
萊
を
：解
除
す
る
こ
と
が
.急
撒
で
.ぁ
.つ
#

。
：洵

に

福

镲

先

坐

の

.語

を

借¥

^

^
へ

ば「

明 

治
政
府
の
發
論
；は
攘
夷
論
に
七
て
、

大
事
成
る
に
及
ん
：で
關
國
主
義
に
變
化

'し

，
：
俗

：
に

运

4

惡

圮̂

通_
貨
論
を
中
心.
«
し

す

發_
_

先
坐.'
の
：純

濟

論

を

鹳

る

' .
'

:

「

：.
五

セ

.
0:
1
セ
6



通.
貨
論
を
中
心
仝
し
て
神
び
：厕
淨
.
先
虫
2
濟
論
を
顧
令^

^

■*
:
五

八

a
!

七」

、
ノ 

昨
日
ま
で
の
殺
人
縣
客
は
令
日
の
文
明
士
人
と

.

な
り
、

.

#

霉
に
飛
翔
し
て
、
括
潑
薇
落
、
言
ふ
と
し
て
實
行
せ

.

ざ
.

る
は
な
く
、實
！了
し 

て
効
を
奏
せ
ざ
る
は
なし
。

傍
觀
の
吾
れ
吾
れ
に
於
い
て
も
拍
手
、
快
と
稱
す
.、
_況
し
て
當
局
の
本
人
に
於
い
て

は

愉

快

極

ま

り

、

.

得

 

意.
極
ま
る」

：
有
様
で
あ
つ
た
。

( 「

福
澤
全
集
微
言」

丨
同
書
第
ー.
卷
七
六
丨
七
；臾)

。

ぺ 

明
治
五
年
十1
丹
に
：は「

今
、
本
邦
古
昔
の
制
に
恶
き
、
海
外
各
國
め
式
を
斟
的
し
、
全
國
S
の
，法
を
設
け
、
國
家
保
謹
のf. 

立
て
ん
と
欲
す」

と
詔
せ
ら
れ.
て
、
含
冀
主
義
に
據
る
徵
典
令
制
赛
ら
れ
；

-
翌
六
年
十
一一

月
に.
は「

家
祿
奉
還
の
考
へ
資
金
被 

下
方
規
則」

布
赀
せ
ら
れ
、
擦
に
同
九
苹4
/y
it
茧
り
、

：

金
祿
公
偾
證
書
發
行
條
例
發
布
せ
.ら
れ

V
、

家
祿
賞
典
祿
悉
く
皆
、
政
府
の 

負
忉
と
辑
做
さ
れ
：
武
士
階
級
制
度
は
邊
止
せ
ら
れ
て
，、
土
地
你
祿
；哀
衣
食
せ
る
者
は
金

.
祿
公
偾
所
有
#
と
北
し
た
。
而
し
て
典
の
結 

0

る
舊
武
士
階
級
の
收
入
激
減
に
遨
く
政
治
的
危
險
を
防
止
す
る
が
艰
め
，に
彼
れ
，等
に
對
し
セ

_

の
手
段
をm
じ
な
け
れ
ば
な
ら 

な
か
つ
た
。：
福^
生̂
日
く
：

「

政
府
當
局
の
人
々%.
時

勢

.1
|:
む
を
得
ざ
るm
來
翁
な
り
と
甘
云广
、
國
の
爲
め
大
に
爲
す
こ
と
あ
る
可 

き
の
士
族
を
し
て
徙.ら
に

溝

壑

，に
顚
死
せ
し

.
む
る.
を
觅
る
に
忍
び
ず
、
又
、
.•人
窮
す
ル
ば
亂
を
思
ふ
の
恐
れ
彼
だ
大
な
る
が
爲
め
に
早 

く
士
族
に
糜
業
を
授
け
て
、
上
下
和
樂
の
日
に
遇
は
ん
：こ
と
を
希
望
せ
ざ
る
は
な
し
。
斯
か
る
事

it
の
あ
'る
が
爲
め
に
廢
藩
經
喋̂
來
、 

今_

!/
業
の
都
あ
れ
ば
、
大
观
皆
、
士
族
授
產
の
爲
め
な
ら
ざ
る
は
な
き
存
樣
な
り
し

」

宏
：々
とo(

明
治
十
六
年
九
ョ
十
三
日
ょ
り
十 

七

に̂
亙
り
て「

時
都
新
報」 .
に
祸
げ
ら
れ
た
る「

士
族
の.
授
產
は
養
蠶
製
絲
を
第
一
と
す

」

lr
全
集」

第
九
卷
、

「

時
都
論
集」

第

ニ
翁
、
講

篇

、-

1

:

.
:

■'
•. 

.

•

.

.

斯
く
の
如
き
授
產
'方
法
の
一
と
し
"て
、
日
本
鐵
岸

S

;I-J:ハ
：
の

他

の

設

立

補

.助

が

あ
つ
た
。
而
しV.

兼
ね
て
よ
り
鐵
道
.の
敷
設
を
執
S

に
中
：張
せ
ら
れ
て
居
っ
た
福
澤
先
坐
は
此
の
日
本
鐵
道
會
社
の
設
立
に
就
，

.
い
て
耑
倉
具
視
等
を
說
い
て
大
に
之
れ
を
援
助
せ
ら
れ
た
。

熟»
故
北
川
禮
弼
氏
の
談
に
下
の
如
き
も
の
が
ぁ
る0

「

先
坐
は
凤
に
華
族
の
祿
券
を
資
本
と
し
て
鐵
道
敷
設
の
要
を
認
め
ら
れ
、
楚
れ 

が
爲
め
0
倉
の
門
に
應
々
出
入
し
て
大
に
說
か
れ
た
所
、
岩
倉
も
始
め
の
中
は

.
逡
巡
遲
疑
し
て
ゐ
た.が
、
遂
に
先
生
の
熱
心
に
動
か
さ
. 

れ
：て
、
愈
^
日
本
鐵
逍
會
社
の
設
立
を
決
意
す
る
に
至
っ
た
さ
う
で
、
其
の
最
後
の
決
心
を
極
め
た
時
、
岩
倉
は
先
坐
に
向
ひ

『
そ
れ 

で
は
淸
水
の
舞
臺
か
ら
後
飛
び
の
氣
で
や
り
ま
せ
う

』

と
い
っ
た
そ
う
で
ぁ
り
ま
す

」

一K々
o(

前

揭「

傳
記」

第
四
卷
七
六
一
ー
丨
三M0 

尙.
ほ
同
#
第
三
卷
ー
一
〇
五
頁
參
照

)

。

斯
く
て
抽
籤
に
當
る
所
の
金
祿
公
愤
元
金
を
以
っ
て

.
大
鐵
道
會
社
を
興
さ
ん
と
す
.る
の
計
畫 

は
成
つ
た
の
で
ぁ
る
。
而
し
て
政
府
は
之
れ
に
許
す
に
特
別
の
保
護
を
以
っ
て
し
、
發
起
人
及
び
株
主
に
對
し
、
其
の
出
金
の
期
日
ょ 

り
起
笕
し
、
開
業
十
ヶ
年
間
、
年
八
分
の
割
賦
を
保
證
せ
ら
る
、
こ
と
\
爲
つ
た
？

然
も
不
坐
產
階
級
た
る
士
族
の
生
產
階
級
化
は
決
し
て
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
兩
刀
に
代
へ
て
算
盤
を
取
っ
た
彼
れ
等
の
多
く
は
所 

謂

「

士
族
の
商
法」

の
苦
が
い
經
驗
美
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
先
生
日
く

「

王
政
維
新
、
微
兵
の
法
を
以
っ
て
讓
國
の
用
を 

濟
し
て
，ょ
り
以
來
、
全
國
四
十
萬
戶
の
士
族
は
三
百
平
來
相
續
し
來
り
た
る
職
業
の
大
半
を
失
ひ
し
の
み
な
ら
ず
、
之
れ
と
同
時
に
政 

府
が
人
を
用
ゆ
る
に
は
、
唯
だ
典
の
賢
能
如
何
を
察
す
る
の
み
に
て
、
種
族
の
如
何
を
問
は
ざ
る
こ
と
ゝ
な
り
し
が
爲
め
に
，
從
來
士 

族
の
欺
有
に
腸
し
た
る
政
治
上
一
切
の
文
職
の
如
き
も
、
漸
く
他
；Q
1I

族
の
蠶
食
す
る
所
と
爲.り
、
遂
に
文
武
共
に
其
の
職
業
の
全
部' 

を
失
は
ん
と
す
る
の
有
機
に
陷
り
た
り
。
斯
く
の
如
く
祖
先
傅
來
の

.
常
職
の
1|
が
る
\
と
共
に
、
又
其
の
常
祿
を
も
減
奪
せ
ら
れr 

幸
の
藩
士
は
全
祿
を
沒
收
せ
ら
れ
た
る
も
多
く
、
中
に
幸
福
の
：極
度
と
し
て
人
に
羡
ま
る
、
者
と
雖
も

、' 大
抵
は
舊
祿
の
十
分<D
'
一
 
二 

_
貨
論
を
中
心.
ミ
し
て
砰
び
龈
掙
先
虫
の
”經
濟
論
を
觀
务

 

五
*

0
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- 

—

を
中.
心
ミ
し
て
禅
び
■.

先
取
：

8

經
濟
f

:踝
を 

'
 

.
弦

5 :.
七
V)

/に
減
7;
\せ
ら
れ
た
る
：を
以
っ
て
、
隨-っ
て
典
の
生
計
上

今̂
昔
の
相
遂
は
實
に
天̂
も
费

レ̂
ざ
厶

り̂
。
職
碌
の
.變
七
ほ
段
令
ひ
;̂ 

何
機
に
大.
な
り
と
す
る
も
、
坐
命
の
.
あ
.ら
ん
限
り
'

人.
類
の.
衣
食
住.
は
廢
す
可
ら
ず
•、
故
に
此
^

|  

商
業
に.
從
事
''
L

:-
'

或
ひ
は
工
業
に
從.̂
し
、
或.
ひ
は
農
業
に
從
事
す
と
，離
名
、
生
來
其
の
敎
育
も
な
く
、

.

熟
練
も
な
く
し
て
、
卒
然
斯 

I
.

#
に

從

.r
し
，.
戌
猫•
以
つ
て
他
の
老
功
素
と
眞
劍
の
.
勝
負
を
#
ふ
者
な
る
が
故
に
、.其
の
不
覺
を
取
る
や
怪-U
む
に
足
ら
ず
、ff
.l
l:
l 

|  

に
し
て
多
く
も
あ
ら
ぬ
家
產
を
ブ
空
し
、
擒
龙
策
の
施
す
可
き
な
し
0,
遂.
に
全
國
四
十
寓.
戶
1
1百
餘
萬
萬
'與
女
を
し
て
農
エ
商
外
に
ー

|  

蕭

f
成
す
i
ら
し
め
た
り」 .
と
。2

集」

第
九
卷
5

1

1。

.

一
 

士
族
授
產
の
方
法
と
し
て
は
荒
蕪
地
0

開
'«

に
曲
る
歸
農
、
並
び
に
織
物
、
陶
漆
器
等
の
大
製
造
所
設
立
に
出
る
賃
銀
及
び
|

坐 

'  

, 

f

#

化
^

が
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
^

^

未
だ
以
つ.

て
士
族
§

大
韻
難
を
救
ふ.
に.
足
ら
な
か
つ
た
'°

而
し
て
福
澤
先
生
は
#
々
士
族
授 

.

,

M -

の
囊
に
は
蕭
製
絲
の
右
に
出
づ
る
も
の

.

な

し

と

の

持

論

，を

有

し

て

居

&.

れ
た
0(

同

ー

六

頁

)

0 

士
族
は
桑
樹
を
培
養
す
可
き
.田

砌
少
な
t
に
闲
却
す
る
こ.
と
あ
る
可
き
が
如
く.で
あ
る
が
、
先
坐
は.「

士
族
中
、
相
應
の
邸
地
を
有
す
る
索も
あ
る
可
け
れ
ば
、
直
ち 

に
之
れ
に
燊

を̂
桢
付
く
る
も
好
く
、
或
ひ
は
所
有<0
公

證̂
書
も
あ
ら
ば
、
之
れ
を
寶
り
て
桑
園
に
換
ふ
る
も
好
し
、
又
、
極
め
て 

財
産
な
き
衮
に
至
れ
ば
、
他
人
の
桑
園
に
就
い
て
雇
作
寸
る
爻
傅
可
し
？
或
ひ
は
若
し
幸
に
：慈
眷
な
る
街
力

#
あ
り
、
相
當
の
資
金
を 

投
じ
て
' .
娴
寒
士
族
の
就
業
を
助
成
す
る
か
、
但
し
は
政
府
.
自
ら.
其
の
實
に
任
じ
て
、
彼
の
風
說
杧
所
謂
、
士
族
授
遨
の
年
金
八
十
萬 

一
 

圆
の
類
を
以
つ
て
十
分
に
補
助
す
る
所
あ
ら
ん
尤
は
、
全
國
四
十
离
戶
の
士
族
は
決
し
て
桑

^
き̂
に
苦.
し
ま
ざ
る
可
し」

と
炽
惟
し

たC

同
1

.A..
プ
頁)

'■
^
し
て
先
-^
は

又

:0
沐
:̂
姻
'-
5:
嗓
園.
と
化
^

:̂
^

る

-.
?>,
生
猶
顧
布
の
供
給
多
'%
に
過
'ぐ
る
の
'恐.
れ
，な
き
^

の
.と

職
た
。
士
農
工
商
、
.
身
分
の.
高
下
S
つ
て
，
絹

布

馨

用

す

遂

_
ず
，る
の
法
、
其
の
力
を
.
失
ひ
、
^
^

る
が
爲
め
に
全
國
絹
市
の
：需
要
極
め
て
.
大
と
な
つ
た
の
，み
な
ら
ず
、
今
後
と
：雞
も
、
人
民
が
富
裕
と
爲
る
に
速
れ
て
、
其
の
需
要
の

!! 

fc
t
t加
す
可
き
は.
明
尚
で
あ
る
が
、
.
單
に
日
本
國
內
の.
需
要
の
み
に#
賴
し
て
致
纖
の
利
益
を
.求
め
ん
こ
と
は
到
底
能
く
す
可
き
こ 

と
文
は
な
メ
、
.
必
ず
や
、
廣
く
世
界
の
市
場
に
向
つ
て
其
の
販
路
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0
然
る
に
幸
に
し
て
其
の
.販
路
の
廣
大
な 

る
、R
本
の
！̂

業
を
何
程
に
盛
大
な
ら
し
む
る
も
、
絹
布
需
要
の

.
不
足
を
感
ず
る
の
愛
な
か
る
可
き
で
あ
る
。

(

同

一

一

一

丁

三
,̂
0
先

$
f g

於

い

為

糸
I
し
て.
I.
た

ら

し

窆
Q
I

明
I
f
と
一I

判
が
I
た

霞

^

比

の「

: ^
«

#
fx
往

寫

鍊

余

術

■と
等
し
く

全
く
無
效g

歸
し
f

の
と
察
せ
ら
る
、
が
故
に
、
廣
く
世
界
の
市
場
を
通
覽

し

て

，
 

絹
布
の.
辯
‘要
®

だ
廣
大
：な
.
る
に
拘
ら
ず
、
其
の
供
給
倚
炫
甚
货
不
足
身

^

夕
て
、:«
令
ひ
白
本0
全
，カ
を̂

し
て̂

^
に
從
事
す
る
.
も
、 

終
^

世
探
の.
渴
令
解
く
の
期
.
な
か
る
可'き
も
の.
と
先
坐.
は
考
へ
：ら
れ
た0(

同
1
1
四
丨
五
頁>
? 

|

,
養«
の
英
勵
、
坐
糸
の
輸
出
は
.
叉
、
國
際
貸
借
を
我
れ.に
順
な
ら
し
む
る
も
：の
で#
る
。「

嘉
永
開
國
以
來
、
國
民
漸
く
西
洋
文
明
の
風 

に
化
し
て
、.
隨.
つ
て
文
明
品
の#
要
を
增
加
わ
、
內
、に
未
だ
其
の
製
作
の
..校
備
を
得
ず
し
：て
ハ
外
.
忙
'其
の
供
給
を
.仰
ぐ
こ
と
频
り
な 

り
^
天
下
具
繁
士
は
ノ
斯
く
て
饽
徒
ら
杧
內
國
有
限
ー
の
生
產
カ
を
擧
げ
て
外
國
品
購
買
の
資
に
供
す
る
の
み
セ
务
つ
て
際
限
も 

次
第
で
あ
る
と.
做
し
て
深
く
之
れ
を.慶
へ
た
。

(

明
治
三
十
年
二
月
廿
一
日

「

時
事
新
報」 .
所
載
：

「

，幣
制
改
革」——

「

全
集」

第
九
卷
、 

n
時

■
論
集」

.
第.H

卷

，、
輕

濟

篇

、

.
ニ
S
ハ
5

0■而
も
我
が
國
は
輸
入
品
に
對
し
て

：

關
税
の
障
壁
を
高
ぅ
せ
ん
と
し$
而
も
、
■安
政 

の
五
ヶ
國.
條.
約
及
び
座
應11

年
ニ
月
の「

改
税
i
e
に
由
る
不
對
等
條
約
に
拘
束
せ
ら
机
、
；未
•だ
關
稅
自
主
權
を
有
せ
ざ
：る
の
悲
哀 

观_

克
屮
唸.
4允
批
抄
顧#
冼
库
の
：顧
濟
邋
を
翻
ネ
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■:通
貨
論
を
：

过
し
.て
再
び
_

澤
舟
4

の
鲺
濟
饊
5:
'

.歡
洛 

六f

一

0

ー

八

0)  

を
.味
は
な
け
れ
试
な
ら
.な
か
っ
た
0「

新
開
國
の
.經
濟
に
外
國
輸
入
品
.の
税
を
重
く
し
て
，內
.國
商
エ
の
發
達
を
得
せ
し
む
る
は
唯
一
の
方 

便
し
て
、
之
れ
を
保
證
策
と
一

K

ふ
。
棄
利
加
合
衆
國
の
如
き
遠
阈
匆
々
國
民
の
資
力
.乏
し
く
、商
工
の
.
熟
練
足
ら
ず
、
萬

響

の
. 

如
く
な
ら
ざ
る
よ
り
し
て
、
資
金
は
摩
ら
歐
羅
巴
よ
り
輸
入
せ
し
め
て
、
之
れ
.
に
加
ふ
る
，に
保
讓
税
の
政
策
を
施
し
、
次
第
に
內
國
商 

H

の
進
步
を
謀
り
て
、
今
0

の
隆
盛
を
致
し
、
今
猶
ほ
舊
政
策
を
廢
せ
ざ
る
も
の
し
で
あ
る
。.
然
る
に
我
が
國
の
條
約
は
締
％
の
當
夺 

よ
り
不
完
全
で
あ
っ
て
、
我
れ
に
海
關
稅
を
上
下
す
る
の
權
が
_な
か
っ
た
0(

同
ニ
三
：六
頁〕

。

加
之
、
紙
龄
の
盤
理
未
だ
行
は
れ
ず
し 

て
對
外
爲
替
は
著
し
く
我
れ
に
不
利
で
あ
っ
た
が
爲
め
に
、
輸
入
超
過
は
一
肝
當
時
の
人
士
を
し
て
危
俱
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
明 

治
七
八
年Q

頃
よ
り
し
て
民
間
に
金
貨
濫3

3

 Q

談
を
爲
す
者
が
あ
っ
た
。
然
し
な
が
ら
當
時
先
坐
は
金
貨
濫
出
倚
ほ
褒
ふ
る
忙
足
ら
ず
、
 

句
も
紙
幣
の
發
行
に
制
f

れ
ば
、
物
價
騰
貴
の
理
な
し
、
物
價
鑒
せ
ざ
れ
ば
、
金
貨
復
た
濫
入
す
る
の
時
あ
る
可
し
と
强
い
て
自 

ら
繫
て
ゐ
た
。
然

る

筅

生

Q

所
見
は
不
幸H
し
て
大
に
實
際
と
■

し
、
物
價
は
日
々
に
雲
す
る
の
み
な
ら
ず
、
金
變
幣
の 

價
も
亦
、
共
に
騰
貴
す
る
に
至
っ
た
。(

明
治
十
五
^

三
月
十
三
丄
ハ
日「

時
事
新
報」

論
文r

通
貨
論」

I

「

全
集」

第
九
卷
ー
0

M)

。

三

斯
く
の
如
く
福
澤
先
坐
が
猶
ほ

「

苟
も
紙
幣
の
發
行
に
制
腿
あ
れ
ば
、
物
價
騰
貴
の
理
な
し
、
物
價
騰
贲
せ
ざ
れ
ば
、
金
貨
复
た

^. 

入
す
る
の
時
あ
る
可

」

I
の
と
考
へ
て
思
ら
れ
た
時
代
の
著
に
明
治
十
一
年
五
月
發
行
の

「

通
貨
論」

■が
あ
る
。
明
治
十
ハ
ヰ
の
西
南 

戰
爭
に
よ
っ
て
、
政
府
は
軍
梵
そ
四
千S
、
歳
入Q

大
半
を
臨
時
S
し
た
。
政
府
は
霧
の
赋
_

し
く
は
翁
の
,

に
衣 

fe
ず
し
て
、

「

苗
法
中
、
最
も
容
易
な
る

」

紙
幣
靖
發
に
よ
つ
て
之
れ
を
償
つ
た
。
是
に
於
い
て
乎
、
紙
幣
下
落
、
銀
貨
騰
貴
の
禍
を
酿

，
し
て
、
諸

色

高

直
V 
.投
機
流
行
の
世
を
現
ぜ
ん
と
：し
た
。
明
治
十
.V.

年
は
、
實
に
、> 金
銀
貨
幣
の
.價
が
昂
騰
の
端
を
發
し
た
る
頃
で
あ 

.
つ
た
。
即
ち
明
治
十
年
の
銀
貨
ー
：圆
平
均
相
場
は

._
圆
三
錢.
四
厘
で
あ
つ.
た
も
の
が
、
明
治
十
一
年
に
は
 
一
_
九
錢
ニ
歴
と
爲
つ
て
ゐ 

る
が
、
共
の
盟
十一

苹
の
一
圆
ー
一
十
 
一3

M、
十
三
年
の
.■一
 
圓
四
十
七
錢
七
鹿
：及
が
.
十
四
苹
の
一
圆
六
十
九
錢
六
厘

(
同
年
四
乃
、 

'銀
貨
騰
貴
の
顶
上
に
は
ー
圆
八
十
一
錢
五
厘

)

と
此
較
す
る
時
は
、.未
：だ
其
の.
昂
騰.
の
度
勘
少
と
稱
す
る
こ
と
が
出
來
る。
.

:
當
時
の
經
濟
論
壇
は
、
現
在
の
通
用
紙
幣
を
以
つ
て
旣
に
多
き
に
過
'ぐ
る
と
做
す
奢
と
尙
ほ
少
な
し
と
稱
す
る
も
.の
と
に
分
れ
て
ゐ 

'た
。
先
生
は
、
當
時
の
實
際
に
於
い
て
紙
幣
の
多
媒
は
實
に
國
民
の
幸
不

<宰
に
幽
し
て
大
な
る
關
係
を
有
す
る
も
の
と
觀
た
。
•先
生
は 

明
治
十
一
年
四
月
十
五

m

附
を
以.
つ
て
、
其
の
證「

通
貨
論.J  .Q

緖
言
冲
に.
■

「

假
令
ひ
臆
說
を
唱
ふ
る
’に
も
成
る
可
き
丈
け
は
力
を
盡 

し
て.
ょ

く

靡
實
を
訟
索
し
、
然
る
後
に
言
に
も
發
し
、
紙
に
も
記
-

%.
こ
と
：余
輩
の
希
ふ
：：所
炎
り
。
浩
し
も
然
ら
ず
し
て
、
未
熟
の
臆 

說
を
以
つ
て
之
れ
を
多
し
と

1K

へ.
ば
、
臆
說
の
爲
め
に
：通
貨
.
の
價
格
を
變
動
し
て
，
、
：
全

國

の

大

双

»
を
生
ず
可
し
、
或
ひ
ば
臆
說
を
以 

つ
て
之
れ
を
寒
し
と
一

K

へ
ば
、
恰
も
勢
に
乘
ず
る.の.
紙
幣

發̂
衍
し
て
、
亦
、
大
な
名
災
難
た
る
可
し
。
故
.に
多
に
も
寡
に
も
其
の
臆 

.
說
を
綿
密
に
し
、
其
の
論
壇
を
高
尙
に
し
て
、
-<
圾

は

容

易

：に
動

.
搖
せ
ず
、
政
府
社
容'易
に
發
行
せ
ず
、
.
唯
•た
商
賣
取
引
の
實
際
の
み 

.
に
注
意
し.
て
、
政
府
も
人
民
も
典
に
用1心
覺

悟

す

，る
こ
と
あ

^
ば
、.
或
ひ
は
災
難
を
免
る
可
き'歟J

と
說
い
て
居
ら
れ
る,0( 「

全
集」
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艽
卷
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•
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-

.
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•

■
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へ
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...

楚
れ
ょ
り
先
き
先
坐
が
明
治
十
年
十一

一
月
に
出
版
せ
ら
れ
た
る
著
に
：「

尻
間
經
濟
錄
卜
が
あ
る
。
此
の
書
は
先
坐
が
泰
西
の
經
濟
原 

理
を
我
が
國
の
商
エ
社
^

に
如
ら
し
め
ん
と
し
て
蒂
さ
れ
た
も
.の
で
あ
:2
>

。「 ,

治
六
年
の
頃.『

帳
合
之
法』

>」

發
行
し
て
、
書
物
.は
寶 

通
货
論
，を
屮
心.
せ
し
て
称
び
福
櫸
先
：生
の
經
濟
詭
.を
觀
る 

六
三
：

0
1
八I

〕
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通
货
備
を
中
心〜

し'.て
^
び
'福
^
先
生
.の
經
濟
論
を
觀
る 

六

四

、
ニ
\-
ニ〕 

れ
た
れ
ど
も
^
扨
て
他
，の
帳
合
法
を
商
家
'の
實
地1C
相
ひ
：て
店
の»

面
を
改
革
し
た
る
者
は
甚
だ
少
；し
、
.聊
か
落
膽
せざ
る
を
得
ず
、 

興
の
赏
用
に
適
せ
ざ
：る
杜
尙
ほ
忍
ぶ
可
し.
と
す
る
も
、
遇
々
當
時
新
進
の商
人
又
は
會
社
な
ど
に
て
西
洋
風
を
氣
取
'
 
萬
般.
の
施
設 

，
を

新

奇

にし.
て
、
帳
簿
は
無
論
彼
國
の
流
儀
に
限
る
など
と
て
、
新
法
を
採
用
し
た
る
著
の
中
に
は
、
商
運
非
に
し
て
*
往
，

V

夫
^
し 

た
:̂
>
述

-̂
^
少
な
か
；ら
ず
、
其
の.
原
因
は
必
ず
し
も
帳
合
法
の
'罪
把
非
ざ
る
可
け
れ
ど
.
'
;
著
蕃
の
身
に
於
い
て
は
、
隆
な
が
ら
赤
而 

せ
ざ
る
を
得
ず
。•
侬
つ
：て
窃
か
に
按
ず.
る
に
商
エ
社
#.
:0
人
が
其
0
營
業
を
西
洋
風
に
せ
ん
と
な
れ.
ば

./
'
,
先

づ

西

洋

の

經

濟

生

義

を

知
 

み
こ
と
肝
要
：な
P

O

其

の

. «
本

大

體の
主
義
を
知
ち
ず
し
て
、M

.に
帳
簿
の
M

を
改
革
す
る
が
如
#
、
事

.(
0
順
序
に
非
ず
、
左
れ
ば
4-. 

日
ぎ
涕
氣
濟
の

大

概

を

猜

く

民

啊

の

子

雄

に

.敎
ー
へ

：

て

其
の
成

長

を

待

づ
.
こ

そ

.無

難

の

策

ー

に

し

て

、
.帳
合
法
%
始
め
て
實
際
の
用
^
爲
す, 

可
し

i
M.

ひ
、
：.恰
も
擧
校
睛
本.
の

-®
裁.
に
綴
り
た.
■る

も

の

は

..

『

民

間
經
濟
S
な
り
O
K「

金
夢
第
ー
：卷
七
五
頁

〕

0
先
生
は
此
馨 

中
に
於
い
て
、
.マ
國
の
政
府
は一
ダ
年
の.
m税
を
以
つ
て
、
，一
ヶ
年
の
事
務
を
行ひ
、
、過
不
足
あ
る
可
ら
ざ
る
黉
で
あ
る
が
、
戰
爭
又 

は
其
の
外
不
膽
の
災
難
に
逄
つ
て
、'會
肝
の
不
足.
す

，る

こ

：
と

な

き

.
を
#

な
い
、
*

の
時
に
は
.|
1:
む
を
得
ネ
し
て
、
金
銀
貨
幣
の
.手
形
を 

出
し
て
？一 .

時
の
鼬
通

を

爲

す

こ

と

が

あ

る

.、

之
れ
を
紙
幣i:lK

.

ふ
と
說
い
■て
為.
る
/0
紙
幣
は
唯
だ
紙
切
れ
で
あ
つ
て
、
最
も
惯
砍
な 

き
も.
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
金
銀
の
名
代
とし
て
用
を
爲
し
、.
之
れ
を
金
銀
声
代
へ
ん
と
し
た
な
ら
ば
、
政
府
に
て
も
引
替
へ
、
人
民 

も
之.
办
を
信.
仰
し
て
领
用
す
る
時
は
、.
世
^

の
商
寶
營
業
に
少
し
も
妨
げ
士
爲
ら
ず
し.
て
、
至
極.
の
便
利
を
達
す
る
も
の
で
あ
る
0
然 

■L
な
が
ら
其
の.
高
、
：非
常
，に增
丄
て
、
釣
合
を
失
：つ
た
な
ら
ば
、：

亦
、
太
に
寄
を
爲
すこ
と
の
：あ
る
も
の
，で
あ
る
0(「

金
集」

第
四
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I
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八
八
1

九
頁)

。
.而
1 .
-て
ー
國
の
通
用
貨*
と
商
寶
ロ
個
と
は
激
合
ぁ
る
も
の
で
ぁ
っ
て
、#

の
鈞
合
に
從
っ.
て

品

物

多

杪

れ

，ば

、

品

物

の

，

價
下
落
し
、
貨
幣
多
け
れ
ば
、
貨
胳
の
顶
下
落
す
る
を
經
'濟
の
通
法.
と
す
る
。
貨.
幣.
と
品
物.
と
0
間
に
不
釣
合
あ
る
も
、
國
內
の
商
鹫 

に
は
左
ま
で
差
支
へ
鬼
き
.
が
洳
く
で
あ
る.
が
、
外
國
賀
易
が
開
始
す
る
に至
.つ
•
.
た

な

ら

•ば
、

外
國
人
は.
金
と
品
と
を
所
持
し
て
、
日
本
. 

の
景
氣
を
見®
し
、
品
物
亿
て
.？
)、
■貨«
に.
て
も
，、.
割
合
の
安
老
:̂
の

を

所

望

，
し

.
て
'持
ち
歸
ら.
ん
と
す
る
が
故
に
、0
0
の
.
時

代

と

は 

大
に
檨.
子
の
異
な

も̂
の
が
：
あ

る

。
，觀

に

開

.
港
め
：
初
め
に
：大

判

小

判

を

輸

也

し

.
て
‘
我
が
.國
に
大
な
る
損
失
を
與
へ
た
る
も
是
れ
が
爲 

め
で
あ
る
パ
維
新
の•後
-i
d
紙
幣
：を

發

肟

七

た
P
で
，
あ
る
.
が
、.
紙
幣.
は
外
國
に.
無
用
な
る.
が
故
に
、
彼
れ
等
は
金
貨
に
目
を
附
け
、*
品
物 

と
金
貨
と..の
，
割

合

を

屁

較

べ

て

；
、

.

.少
し
に
、て
も
刺
益
あ
る
も
の
を
持
ち
歸
る
こ
.<
?
:、
爲
'つ
た
。
近
年
、
新
貨
幣
の
外
國
に
出
で
た
の
も
、 

他
の
迴
凼
賞
猶
石
も:0
:で.
览
方
い
0
他
後
若
し
紙
激
の
發
行
益.々
多
く
、.
銀
行
の
數
も
次
第
に
增
加
す
る
と
し
た
な
ら
ば
、
通
用
貨
幣 

(

即
ち
紙
離
、
.
銀
行
吼>
の
高
'̂
商
寰
ロ§の.
蔼
4
は
其
の_
釣
合
を
夾
ひ
、.：货
幣
の‘價
;̂
下
落
し
て
、
品
物
の
價
社
騰
貴
す
可
き
で
あ
る
。 

然
し
な
が
ら
、
其
の
品
物
の
_
貴
す
る
は
、.
紙
に
對
し
て
髙
く
な
る
の
.
み
で
あ
0
て
、.
金
に
對
し
て.
高
く
な
る
の
で
は
な
い
か
ら
し
て
、 

外
國
か
ら
，金
を
輸
入
す
れ
社
、
.
其.
の
：實.
は
安.
く
之
れ
と
交
易
す.
石
こ

Â
爲
：り
、.

窮
極
に
於
いて

紙
幣
を
握
つて

次
第
々
'
々
に
其
の
下 

げ
を.
喰
つ.
龙
者
の.
損
失
た
る.
可
き
の.
み.
で
あ
る
。
先
生
：は
斯
く
の
.
如
く
觀
て
居
ら
れ
た
。

(

同
三
九
四
|
五
頁)

。..

先
坐
は
前
揭「

段
間
經
濟
錄」

： H

於
い
：：て.
、H
抑
も
金
，銀
は
食
物
に.も
な
ら
ず
、.
叉
、；

之
れ
を
着
て
寒
暑
を
防
ぐ
こ
と
.も
出
來
ず
、
.

如 

何
に
も
‘無
用.
の
物
忆
見
沙
れ
ど
も
、:.
之
れ
を
人
に
渡
せ
ば
、
.
其
の•
代
り.
と
し
，
.
て
實
に
入
用
，な
る
來
に
て
も
、
•
反
物
に
て
も̂
 

..我
れ
に
與 

ふ
る.
は
时
ぞ
や3
 ,

金
銀
>
山
ょ
り
掘
り
此'1
;
,

て
、： .

貨
幣
に.
造
る
ま
で.
は
、.
大
に
骨
折
を
费
し
て
、:手
間.
の.
掛
り
た
る
も
の
な
れ
ば
な1り」 

と

說

か

れ

た

.
の

で

あ

る

が

バ

同

三

A
六
S

、
其

の

「

M
貨

論」

.
に

於

い
.
て
も
奕「

余
銀
貨
幣
は
人
、エ
の
結
果
に
して
、

ノ
取
り
も
直
さ
ず 

通
赀
論
を
屮
心
ミ
し
て
苒
び
鲳
禪
先
淖
の
鸫
濟
論
を
難
サ
：
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.
通
貨
論
を
中
心w

し
て
TO
び
躕
澤
先.
坐
の
經
：濟
論
を
觀
.
る

 

.
六

六

0
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四)  

入
の
苦
痛
の
塊
と
异
ふ
も
可
な
り。
' 凡
そ
人
間
衣
食
住
の
も
の
、

一
と
し
て
人

H

を
經
ざ
る
は
な
し
、1

と
し
て
苦
痛
の
塊
に
非
ざ
る 

は
な
し

雖̂
も
、.
所
謂
、
苦
は
樂
の
種
な
る
も
の
に
：し
て
、
今
日
の
苦
し
み
は
以
つ
て
明
日
の
樂
し
み
を
買
ふ
可
く
、
此
の
人
の
.骨
折 

は
以
：っ
て
彼
の
人
め
安
樂
を
致
す
可
く
し
て
、
苦
樂
相
互
に
平
均
す
る
も
の
な
れ
ば
、
人
智
次
第
に
進
み
、
事
物
次
第
に
整
頓
す
る
に 

從
ひ
、
人
間
世#
に
自
か
ら
徒
勞
の
薆
を
除
く
可
ぎ
镑
な
り
。
人
に

.
益
す
る
こ
と
も
な
く
し
て
、
徒
ら
に
苦
痛
を
覺
ゅ
る
が
如
き
不
都 

合
な
る
'事
柄
は
次
第
に
減
少
す
る'管
な
り
0.
然
る
に
今
、.
飢
寒
を
救
ふ
に
足
ら
ず
、
目
を
悅
ば
し
む
る
に
足
ら
ざ
る
金
銀
貨
幣
を
弄
し 

，
て
、
之
れ
を
悅
び
フ
之
れ
を
蜇
ん
ず
る
は
何
ぞ
や
、
他
に
非
ず
、
唯

.
だ
其.
の
苦
痛
の
塊
た
る
が
故
な
ら
ん
、
人
に
衣
食
住
の
品
物
を
與 

へ
、
其
の
代
り.
と
し
て
必
ず
金
銀
貨
幣
を
渡
せ
と
て
、
之
れ
を
促
す
は
、
其
の
人
に
向
っ
て
、
汝
は
躕
山
に
行
っ
て
、
金
銀
を
掘
り
來 

.
れ
、
其
の
金
銀
は
、
我.れ
面
ょ
り
之
れ.
を
:̂
ふ
に
非
ず
、
着
る
に
非
ず
、
又
、
.
之
れ
を
見
て
悅
ぶ
に
も
非
ず
、
金
く
無
益
の
.も
の
な
れ 

-

ど
も
、.
我
れ
は
唯
だ
汝
が
曠
山
に
，役
し
て
、
苦
痛
す
る
其
の
有
様

.
を
見
て
、
之
れ
を
樂
む
の
.
み
、
若
し
も
此
の
苦
痛
を
免
れ
ん
と
な
ら 

-.
ば
、
先
き
の
品
物
を
返
す
歟
ぃ
又
は
他
の
品
物
を■持ち.
來
れ
と
云
ふ
に
過
ぎ
ず
、
其
の
不
文
殺
風
景
な
る
こ
と
：、
博
突
に
勝
利
を
傅
た 

る
雲
助
が
、
：朋
楚
の
肩<?
:
草
鞋
と
を
質
に
取
り
、
其
の
肩
を
腫
ら
し
、
足
を
痛
む
る

.
を
見
て
、
三
百
文
の
返
濟
を
待
つ
者
に
奪
も
異
な 

る.
こ
と
な
し
、
人
文
開
明
の
社
會
に
あ
る
可
ら
ざ
る
事
な
り
S「
金
銀
貨
幣
を
作
る
の
：徒
費
は
其
の
無
益
た
る
こ
と
、
常
備
其
に
異
な 

ら
ず
、
其
の#
額
も
亦
、
之
れ
に
蓝
ぐ
可
き
も
の
に
し
て
、
之
れ
を
廢
す
る
の
說
に
至
つ
て

.
は
、
假
令
ひ
今
の.
禽
獸
世
猓
、
俗
世
界
に 

.
於
い
て
も
徹
頭
徹
尾
行
は
る
可
ら
ざ
る
に
非
ず
、
或
ひ
は
全
く
之
れ
を
廢
せ
ざ
る
も
、
其
の

一

部
を
救
ふ
の
術
を
施
し
て
毫
も
社
會
の 

•W
を
爲
さ
V
る
な
り
？
其
の
術
と
は
何
ぞ
や
、
他
に
非
ず
、0
0
o
發
行
即
ち
是
な
りJ
と
論
じ
て
居
ら
れ
るo( 「

全
集」
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•

'

は̂

择
贺
値
の̂

礎
を
請
求
權
說，(

c
la

im

 

t
h

e
9

r
y

)、

指

圖

說(
A

n
w

e
is

u
h

g
s

t
h

e
o

lle
}

に
來
め
たo

r
 

一
 
•

几

來
.

控
技
恥
リ
ヴJ

M

就
い
，て
、
通
用
貨
幣
の
功
能
を
論
ず
れ
ば
、
跟
.
に
之
れ
を
品
物
のS

り
手
形
とM

つ
て
可
衣
り
。K
同

五

更

〕

。

通
.州

貨

幣

が

墓

の
 

預
り
手

形

と

相

違

す

.る
は
單

.に

1

般
的
受
容f

¥

る
。「

此
の
f

手
形
I

銀
を
州
ゅ
れ
ば
、
何
程
の
便
利
あ
る
や
、
紙
を
如
ゅ 

;
ば
、
何
程.
の
不
便
利
あ
る
や」

、
聊
も
區
別
あ
る
こ
と
が
な
い0
唯
だ
其
の
'約
求
の
確
實
な
る
と
杏
と
が
懸
念
せ
ら
る\
の
み
'て
あ
る 

が
、
0

^
 

^
 

^
 

f

大

勢

の

酒

宴

：
の
热
に

：

行
盃
人
?
取)

の
必
耍
な
る 

.が

あ
つ
て
.、：蚀
に
必
用
に
し
て
、'缺
く.
可.
ら
ざ..る
も
の.
で
あ.
る
な
ら
ば
、
之
れ
を
大
切
に
し
な
い
も
のは

な

い
世
人
一
舟
力

:
な
く
し
て
、
職
能
惯
姐
ょ
り
坐
ず
I

.

の
1

る
i

眚

ベ

；
而
し
て
其
の
i

l

 

其
の
働

,

働
I

異
な
る
所
あ
ら
ざ
れ
ば
、
紙
を

大
丈
夫
な
り
と®
ひ
て
、
：毫
急
ハ
論I
可
ら
ず
、
猶
ほ
彼
の
靈
人.が
莩
把
て
も
、#-,
人
に
て
も
、.
又
、
子
供
に
て
も
其
の
人 

h
如
何
を
間
ふ.
：に.
及
ば.
ず
、
'唯
だI

打
森
の
事
を
行
ふ
て
、
宴
席
，に
働
け
ぱ
、
以
つ
て

.
異
論
あ
る
可
ら
ざ
る
が
如
し

」

と

-;
°(

同
七-];)

\

.:

物
々
，
鋈

若

し

く

は

自

足

自

赞

.行

は

る4

,

方

に

：摩

つ

て
#

、.
金
鈒
も
紙
も
共
に
用
f

所
な
く
し
て
：、
共
に
其
の
貴
き
を
知
ら
な 

，い
。.
.恰
も
.孤
座
獨
酌
.に
行
盃 
<

の

不

用

な

る

：が
洳
4

|

0

ぐ
苦
痛
の
塊
^

'
■こ
：と

は之
れ.
を
以)Q

:

て
：知
る
可^
で
あ.
'るo(

E
':

M〕

o
v
.
'
:
'

「

:

‘
屢
論

I

t V

て

濟

ぴ

；

屑

櫸

：

先

.5

猶

馨

を

f 

六
七

.
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八
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u 
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2
<
c

.
;

%
%̂

:̂
^
嚷
鄕.
連

葬

某

福

潔

通

貨

と

し

て

事

實

上

、
金
銀
貨
に
比
し
て
却
つ
て
便
利
多
I
と
を
認
め
たo  ■  

( ％

先T-TN
;M)

r
;#
#
^
-4
顧
は
^

如̂
靡
に^
い
そ
容
篇
に
:#
^

-̂̂
^̂ ̂

.
造

,*
の.
權
;5
:
及
府
が
掘
つ
てS
つ
て
も
、
 

要

,1
)
凇
貨

を̂
造.

^
を
得
ず
し.
て
；、.
自
か
^
淛
限
の
‘方
便
^
る
可
す
で
嗲
身
著
-̂
灘

て

澈

#
を
通
用
せ
し.
め
て
、
之
t 

を
. $

す

遂

_
を;%

..
^

に
*

與
し
た
な
ち
ば..通
貨
の.
發
，.行
源
限
念.:

<

も
て

、

;%

顏
对
次
第
杧
沸
騰
し
、
年
.々歲
々
，
、
.
諸

色

高

直

の

世
 

と
^
る
可
し̂

■
■<
顧

澤

先

生
.
は
'1

應

此
■
を
：母

認

し

な

け

れ

ば

.
な
ち.
な

か

つ

た
.Q

で

ぁ

る:̂
、

而

も

必

竟

、

斯

く

の

如

き

^
論 

の.
主_
牲
政
俯
を
信
ぜ
ざ
：る
も
め
と
做1
た
0
旣
に
政
府
を
視
て
、

〈

信
ザ
可.
ら.
ざ
る
も
め
と
す
れ
ば
、
入
民
の
爲
め
於
危
き
も
の
は
、 

唯
り.
^
,̂
の
‘み
に
財
ら
：
.
な
い.

に̂
專
铒
政
拘
に
於>.
て
は
、'一
切
興
事
、
不
安
心.な
ら
ざ
る
も
の
な
し
と
云
つ
て
も
い

〜

。
若
し

 ̂

例
を
嘴
げ
^
政
府
爻
肩
つ
た
な
ら
ば̂ 
.
茗

；金

鈒

貨

で

策

？

も

、
紙
幣
で
：
ぁ
っ
，
て

(̂
、.
'«
も
之
れ
に
依&
す
る
こ
|
得
な
ぃ
0 

「

觀=;

■
.

政
府
に
て.
通
，
用
金
.

Qvr
r
鑄
は
：
属
の
發
行
の
食
每
に
、
民■を
顧
し
て
、
官•を
益
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
金
銀
貨
に
て
も
不
條
理 

を
浪
ふ
可
き
の
例
な5
今
日
に
て
も
、
政
府
た
る
も
の
が
、
此
の
先
例
束
倣
ふ
て
、
■
無
人
の
處
置
を
爲
さ
ん
と
欲
サ
ば
、
金
銀 

.
货
の
位
を
低
く
しn

o
 
.紙
幣
の
货
を
增
す
ょ
り-
、̂
，現.
に
通
用
の
紙
幣
を
舊
紙
幣
と
名
づ
け
、
更
ら
に
新

.
紙
®
を
發
行
し
て
、 

舊
の
-;
«
| :
半

.»
长
す
る
も
可
な
り0
紙
幣
|新
、
會
計
の
卷
き
直
し
な
ら
ん:0
威

ひ

は

税

法

，を

變

革

し

て

、

次
第
に

重

く

す

る

も

•
可
な 

或
ひ
は
私
有
地
を.
次.
第
に
收
め
て
、
官
地
と
爲
す
も
可
な
り
、
.
尙
ほ
遊
し
き
は
、
政
府
が
直
ち
に
手
を
下
し
て
商
賣
を
始
め
、
以 

つ
て.
人
民
營
業
の
利
を
奪
ふ
も
可
な
り

」

。
政
府
を
疑
へ
ば
、
.
斯
べ
の
如
き
極
度
の
想
念
に
も
到
達
す
可
き
で
ぁ
る0先
生
の
主
義
と
す 

U
は
、

5
の
禮
府
を
信
ず
可|
の
と
し
て
立
論
し
、
以
つ
て
紙
幣
發
行
の
便
利
に
賛
す
る
に
在
つ
た
0(

同
ー
〇
丨
ー
lMs

福

澤

先

生

は

固

よ

り

、

政

府
'紙
幣

の

發

行

が

、

國

廊

よ

り

經

費

を

支

出

す

る

際

に

行

ば

る〜

が

故

に

、

濫

發

の

弊

に

陷

り

易

く

，

且

っ

往

々

、

金

紙

の

差

、.
物

惯

騰

貴

及

び

爲

替

の

不

利

を

生

ず

る

の

處

ル

あ

る

こ

と

を

知

っ

亡

1居
ら

れ

た

0
日

く

、「

然

り

と

雖

も

、

政

府

の

紙

胳

を

發

行

す

る

は

、

興

の
#
計

上

に

最

も

容

易

に

し

て

、

行

ひ

易

き

術

な

れ

ば

、
民

の

利

を

奪

ふ

の

惡

意

な

く

し

て

、

識

ら

ず

知

ら

ず

の

際

に

、

紙

數

を

增

す

可

き

の

弊

な

し

と

沄

ふ

可

ら

ず

、

殊

に

外

國

の

貿

易

を

開

き

た

る

國

に

於

い

て

は

、
最

も

注

意

す

可

き

こ

と

な

り

。

國

内

に

紙

幣

の

み

を

發

行

し

て

、

事

實

入

用

の

■高
よ

り

も

多

き

に

過

ぐ

る

時

は

、
.諸

色

高

直

と

爲

る

可

き

は

固

よ

り

辯

を

俟

た

ず」

と
。

而

し

て

、

先

生

は

、

此

の

高

直

な

る

も

の

は

、

唯

だ

名

目

の

み

で

あ

っ

て

、
實

の

高

直

で

は

な

い

、

紙

に

對

す

る

の

高

直
'

で

あ

っ.
て
、

金

銀

に

對

す

る

の

高

直

で

は

な

い

、

金

銀

に

對

し

て

は

、
■或

ひ

は

却

っ

て

下

直

な

る

こ

、と

あ

る

が

故

に

、
此

の

際

に

外

國

，

.

/ r

か

ら

金

銀

を

輸

入

す

れ

ば

、.
名

の

高

直

な

る

品

物

を

實

の

下

直

に

寶

り

渡

す

の

禍

な

し

と

ー
1<
ふ

可

ら

ず

と

觀

た

。.
殷

鑑

遠

か

ら

ず

、

我 

が

開

國

の

當

初

に

於

い

て

、

外

國

よ

り

洋

銀

を.
輸

入

し

、

名

0
の

高

直

な

る

品

を

、
，安

き

實

價

を

敗

っ

て

賣

り

渡

し

た

る

が

如

き

は

菇

れ

で

あ

る

。

開

港

の

初

め

、

0-
本

：
.
の

蒙

れ

る

大

損

失

は

實

に

小

判

の

輸

出

で

あ

っ

た

0
當

時

日

本

に

は

保

字

小

判

以

4
の
私
金
の
：通

相

• 

- 

, 

.

.

.

が
趣
だ
稀
れ
で
あ
っ
て
、
多
く
は
一
歩
銀
、.
ニ
朱
金
等
を
以
っ
て
之
れ
を
賣
買
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
小
判
は
澉
貨
で
は
な
◊

し
て
、
 

品
物
と
稱
す
可
き
で
あ
つ
た
。C

同

J 

;ー
ー
ニ
頁)

。

'

'

■

先

生

：は

斯

ぐ

の

如

き

禍

を

防

ぐ

( 0-
法

を

以

っ

て

、
#
界

萬

國

普

通

の

相

場

に

從

っ

て

、

金

銀

貨
»

の

位

を

定

め.
、
#
办

貨

幣

の

名_

•

 

•

 

•

 

•

 .

 

,

に
準
じ
て
紙
幣
を
發
行
す
る
ヒ
在
扒
と
做̂
た
-.
0
即
ち
國
內
に
通
用
す
る
ん
..の
ば
永
く
紙
幣
と
定
め©.
き

、

其

の̂'
に

少

じ

く

金

銀

貨 

を
交
へ
用
ひ
て
、
之
れ
ど
細
用
の1=
|
免
と
定
め>.
其
の
0:
安
と
紙
幣
ど.
の
釣
合
を
見
る
：こ
と
が
緊
耍
な
る0;
‘
で
あ.
る
？
例
へ
ば
、
■

-
通
貨
論
を
中
心
せ
し
て
釋
び
龢
釋
先
坐
の
經
濟
論
を
觀
る-

'六
九
'

(

ニ
八
七〕



通
貨
論
を
中
心
し̂
て
狎
び
昶
澤
先
坐
の
經
濟
縱
を
鹳
る
. 

七
0

(

ニ
八
八)  

幣
の
一
圆
と
金
銀
の
ー
圆
％
大
抵
同
機
に
通
用
す
る

.
間
は
、
紙
幣
0
多
き
に
過
ぎ
ざ
る
の
微
と
思
惟
し
、
安
ん
じ
て
之
れ1發
行
す
可 

く
、
恶
し
然
ら
ず
し
て
、
紙
幣
の
相
場
、
：

.
日

に

下

落

し

で

、
：
.
金

銀

&

の
間
に
太
&

る
差
を
生
ず
る
時
は
？
手
旱
く
用
意
しで
、
紙
幣
の 

數
を
減
ず
る
の
法
を
施
し
、
以
つ
て
禍
を
防
ぐ
可
き
で
あ
る
。

「

斯
く
の
如
く
相
意
し
て
、
常
に
典
の
時
機
を
失
は
ざ
れ
ば
、
國
內
に
紙 

«

下
落
の
禍
も
な

く

、外
國
と
の
取
引
に
於
い
て
も
、
國
產
の
品
を
安
く
金
銀
と
交
易
す
る
心
配
な
か
る
可
し

」

。(

同
一
三
页〕

。
而
し 

て
先

坐

は

、斯
く
の
如
く
內
外
の

情̂
に
注
意
し
て
フ
紙
幣
と
金
縱
貨
と
の
間
に
大
な
る
差
な
く
し
て
、
彌

.々
安
心
の
點
に
往
ら
ば
、 

準
備
金
は
殆
ん
ど
不
用
の
も
の
で
あ
る
と
思
惟
じ
た
。
世
間
の
商
取
引
に
入
用
な
る
高

g

紙
幣
を
發
行
す
る
時
は
、
.其
の
通
州
は
準
備 

の
有
無
に
關
係
あ
る
可
き
で
な
い
。
旣
に
紙
崎
忠
尊
詛
せ
ら
る

.
、
こ
■と.
が
金
の
如
く
で
あ
れ
ば
、
此
の
貴
茁
物
の
準
備
と
し
て
、
別
に 

又
、
货
10
:

な
る
祀
金
を
貯
へ
て
蹬
く
の
は
ニ
笟
の
手
數
と
沄
ふ
可
き
で
あ
る
0(

同

1.
四
页)

。
：

然
し
な
が
ら
、
先
生
は
紙
幣
を
し
て
金
然
金
妈
貨
幣
と
兌
換
せ
ら
れ
得
ざ
る
も
の
た
ら
し
め
、

.'
之
れ
を
し
て
獨
耷な
る

.

本
'位
紙
幣 

(selbsndiges  Fapierw
ahnlngsgeld)  

■た
ら
し
め
ん
と
す
？)
'
所
謂「

紙
幣
本
位.」

論
#
で
は
な
い
。
先
生
は
、
前
述
の
如
く
、
準 

備
金
を
以
つ
て「

殆
ん
ど」

，
不
;■
!
]
で

あ

る

と
稱
し
た
0
此

の「
殆
ん
ど」

な

る
文
字
は
、
殊
见
ら
に
用
ひ
ら
れ
たる
も
の
で
あ.
つ
て
、 

決
し
て
等
閑
に
着
過
す
可
き
で
ば
於
.
い
。「

準
備
のm
金
は
、
經
濟
論
に
於
い.て
蕻
實
不
;f
j
な
れ.
ど
も
、
如
何
せ
ん
、
今
の
不
文
な
る
通 

俗
世
界
に
於
い
て
は
、
千
西
苹
來
ク
理
屈
に
拘
ら
，ず
し
て
金
銀

.
を
筑
ん
ず
る
の
習
慣
を
成
し'
唯.
だ
黄
_

の

色

を

埤

て

笑

を

含

む

の

人 

情
な
れ
ば
、
如
何
な
る
政
府
にて
も
*
紙
幣
を
發
行
し
て
、
絕
ぇ
て
⑴
替
を
爲
さ
^
る
の
み
か
ら
ず
、
公
然
と
布
告
し
て
、
败
府

Q

金 

麻
に
は
•一
 
片
の
芷
金
な
し
、
此
の
紙
幣
は
百
苹
も
午
苹
も
金
，齡
に
替
る
こ
と
あ

る&

ら
ず
と.
一

K
は
^
、
人
段
は
必
ず
狼
识
し
て
、
事
馊

人
用
の
紙
幣
を
厄
介
.
の
‘如
く
に思
ひ
、
機
々
に
之
れ
を
用
ひ
ん
と
：し
て
、
無
.用
の
品
物
を
買
ひ
入
れ
.

物
^
是
れ
ヵ
爲
め
沸
騰
し
て 

紙
胳
も
謂
れ
な
く
地
に落
っ
る
こ
と
あ
る
可
し
。
之
れ
を
西
洋
£
1暴

に

て「

.
パ
ー1
ク」

と
云
ふ
、
根
も
な
き
こ
と
S

き
騷
ぐ
と
云 

ふ
義
に
し
て
■

恐
る
可
き_

な
り」

。

是
に
於
い
て
平
、
愚
民Q

心
を
慰
む
る
が
爲
め
に
、
多
少Q

準

靈

を

要
'す
る
こ
と
、
爲 

る
の
で
あ
る
。
菇
れ
即
ち
、
準
備
金
が「

殆
ん
ど」

不
用
で
あ
つ
て
、
而

も「

全
く」

不
用
な
ら
ざ

る

所
以
で
あ
る
。
加
之
、
紙
幣
は 

外
國
に
通
ぜ
ざ
る
が
故
に
V

滞
し
國
內
に
戰
爭
又
は
饑
滿
等
の
如
き
不
時
の
事
變
を
生
じ
て
、
外
國
の
武
器
を
購
入
し
、
溶
し
く
は
浓

殼
等
を
輸
人
す
る
の
已
む
な
裏
至
っ
た
場
合
に
、
其Q

代
f

し
て
支
拂4

可

塞

馨

逢

し

く

、
去
I

K

農
の
代
り
に
楚

非
と
も
n
i物
を
波
さ
ん
と
し
た
な
ら
ば
、
其
の
品
物
の
價
は
、
之
れ
が
爲
め
に
.必
ず
下
落
し
て
、
俗
に
所
謂「

賣
物
を
生
捕
ら
る
、」

の
有
機
で
あ
っ
て
、
全
國
の
損
失
た
る
可
き
で
あ
る
。
是
に
於
い
て
乎
、
又
>

平
生
よ
り
し
て
多
少
の
準
備
金
を
必
要
と
す
る
。
但
し 

這
般
の
準
備
金
は
直
ち
に
紙
幣
の
.「

後
ろ
金」

た
る
も
の
に
非
ず
し
て
、
'非
常
の「

用
意
金」

.
た
る
も
の
で
あ
る
0(

同
一
四
I

養

)

。•  

而
し
て
重
は
、
紙
幣Q

過
不
足
を
测
定
し
て
、
之
れ
を
加
減
す
るQ

容
易
な
ら
ざ
る
こ
I

認
め
、
又
、
往
々
人
の
耳
鬆
眩
惑 

し
て
、
通
貨
が
、
事
實
、
舰
に
十
分
な
る
も
、
.倚
ほ
之
れ
を
不
足
な
り
と
思
惟
せ
し
め
、.
共
の
價
は
旣
に
下
落
^

^
 く
も
偽
ほ
通
*
^
 

に
差
支
な
し
と
思
惟
せ
し
む
る
場
合
が
あ
っ
て
、
.之
れ
が
爲
め
に
益
々
其
の
發
行
を
獎
働
し
て
不
識
不
知
の
間
に
定
り
の
度
を
過
り
、
 

所

謂「

紙
幣
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン」

の
弊
に
陷
る
こ
と
を
戒
め
た
。(

同

ニ

八

頁.以

下)

？

四
■

 

:

 

福
澤
先
坐
は
、
德
川
の
政
治
二
百
五
十
餘
年
-、
其
の
間
全
國
内
に
寸
兵
を
も
動
さ
^
'
.

る
の
太
平
を
續
け
な
が
ら
、
我
が
富
の
增
進
大
.

'
通
货
論
を
屮
心W

し
て
枰
び
福
澤
先
生
の
鸫
濟
論
を
觀
る 

七 
一

(

ニ
/
プ)



.
通
貨
諭
を
中
心«
し
て
#
び
福
澤
先
虫
の
經
濟
論
を
觀
る
 

b 二

0
1九o)  

な
ら
ざ
り
し
原
因
中
の

1

と
し
て
、.
貨
幣
の
改
惡.
を
認
め
た
OC先
生
が
明
治
十
苹
に
記
さ
れ
た
る
備
考
中
の

 
一̂

_
「

全
集」

第
五
 ̂

三
〇
頁)
。

小
判
の
價
位
は
、
慶
長
元
和
の
初
め
か
ら
、
元
祿
年
間
に

.
至
る
ま
で
、
凡
そ
九
十
年
の
間
は
、
明
治
の
新
貨
に
比
し
、
其 

の
價
位
十
圓
餘
で
あ
っ
て
變
動
し
な
か
っ
た
も
の
が
、
一
兀
祿
八、̂
頓
に
七
圓
以
內.
に
下
り
、
僅
か
に
十
五
华
を
經
て
、
寶
永
七
牢
に 

は
、
又
、
降
っ
て
五
圓
に
近
づ
き
、
居
る
こ
と
五
：年
に
し
て
、
正
德
四
印
に
は
稀
び
慶
長
の
舊
に
復
し
、

11
ら
に
僅
か
に
四
年
に
し
て
、 

享
保
冗
年
に
は
慶
長
の
上
に
位
し
，
二
十
年
を
持
續
し
て
、
ー
兀
文
元
年
に
は
、

’一
時
に
六
!1
1
以
下
に
下
落
し
た
け4
ど
も
、
尙
ほ
寶
永 

に
比
す
れ
ば
、
六
十
錢
の
差
が
あ
っ
たo:
是
れ
よ
り
八
十
餘
年
の
間
は
、
同
一
様
で
あ
っ
て
、
•
文
政
ニ
年
に
至
り
、
少
し
く
下
っ
て
五 

圆
十
錢
と
爲
り
、
以
下
天
保
、
安
政
、
文
久
、
慶
應
四
十
餘
苹
間
は
、
次
第

.
に
下
落
サ
る
の
みt
あ
っ
て
.
見
る
に
忍
び
ざ
る
の
慘
狀 

を
呈
し
た
OC明
治
十
五
年
三
月
十
三
日
よ
り
同
十
六
日
に
亙
れ
る

「

時
事
新
報」

紙
上
の
論
說「

通
貨
論」—

「

全
集」

第
九
卷
三
頁/ 

即
ち
%
祿
の
S
は
姑
く
擱
き
、
享
保
元
平
よ
り
明
治
元
年
に
至
る
百
五
十
五
年
間
に
、
小
判
の
價
は

JE
し
く
十
分
の
ー
餘
に
減
じ
て
、 

日
本
國
段
は
現
金
の
財
產
十
分
の
九
を
減
却
せ
ら
れ
た
る
こ
と

-1

爲
る
。
斯
く
の
如
き
は'、
畢
竟
、
共
の
時
の
勢
で
あ
つ
て
、
此
の
勢 

を
作
爲
せ
る
容
は
德
川
政
府
で
あ
る
と
 
一2\
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
政
府
た
る
も
の\不
德
と
稱
し
て
可
な
り
で
あ
る0(

同
瓦
|
六

0
O明

治
政
府
が
、
讓
府
に
代
っ
て
、
，政
權
慕
搌
せ
る
時
、
内
外
共
に
多
端
な
る
新
政
に
必
要
な
る
諸
經
费
の
財
源
を
有
す
る
こ
と 

が
な
か
っ
たo.
f
於
い
て
平
、
明
治
元
年
、
當
時
の
參
與
由
利
公
疋
の
概
策
を
以
づ
て
此
の
脉
政
難
に
對
應
す
る
が
爲
め
に
紙
幣
を 

發
行
し
、
之
れ
を
金
札
と
稱
して
、
通
用
を
十
三
年
に
限
り
、
明
治
十
三
年
に
は
悉
皆
、
之
れ
を
償
却
し
7
る
の
約
束
で
ぁ
っ
た
。
而

も
人
段
は
容
易
に
之
れ
を
信
ぜ
ず
し
て
' 

當
時
の
金
貨
一
一
翁
に
比
：す
れ
ば
、
莫
大
の
差
を
生
じ
、
政
府
も
遂
に
之
れ
を
制
す
る
こ
と 

能
は
ず
し
て
、
人
段
相
對
の
相
場
を
許
し
、
其
の
證
、
益
备
だ
し
く
し
て
、
際
限
な
き
勢
：で
あ
つ
た
が
、
明
治
ニ
年
四
月
の
布
告
を 

以o

^

、「

金
- ^

の
發
弘
は
仁
恤
の
御
趣
意
な
れ
ど
も
、.
丘
ハ
亂
の
際
、
向
然
不1 

迪の
.向
も
あ
り
て
遂
に

.1
|
£金
金
礼
の
相
%

を
以
0

て
近 

用
す
可
き
旨
布
令
あ
り
し
か
ど
も
、
今
般
、
新
货
猶
鑄
造
の
後
は
、
改
め
て
引
替
の
道
％
立
て
ら
る
ム
に
付
、
今
ょ
り
斷
然
相
場
を
廢 

し
、
祐
金
と
同
樣
通
用
す
る
旨
仰
出
さ
れ」

沄
々
の
^

^

を
下
し
て
'か
ら
、
國
中
、
，此
の
令
に
背
く
者
な
く
、
通
用
滯
り
な
く
し
て
、
 

絕
ぇ
て
疑
ひ
を
抱
く
者
を
見
ざ
る
に
至
つ
た
o
-先
生
は
、
斯
く
の
如
き
を
以
つ
て
^
政
府
の
嚴
令
に
由
る
と
は
袞
ひ
な
が
ら
ハ
人
说
に 

於
ぐ
て
、
荷
も
政
府
を
信
ず
る
に
非
ざ
れ
ば
、
假
令
ひ
如
何
様
.

Q

令
あ
る
^

行
は
る
可
き
事
柄
に
非
ず
。
然
る
に
一
令
の
下
直
ち
に 

之
れ
に
服
し
た
る
ま
、
I t

し
阈
民
が
新
政
府
を
信
ず
る
の
漸
く
厚
き
を
見
る
.に
足
，る

可

し
1_
:
'
,と
做
し
て
居
ら
れ
る
ス
同
七
頁
、
0 ;

:

寬
文
元
卬
、j

福
井
藩
が
寒
府
に
請
ふ
て
藩
礼
を
發
行
U

て
ょ
り
、
諸
涨
相
次
い
で
共
(O
'

例
に
倣
ひ
'

維
新
後
に
至
つ
’
て
も
、
政
府
は 

典
の
繼
續
發
行
又
は
新
規
發
行
を
許
し
て
ゐ
た
°

而
も
政
，府
は
、
明
治
ニ
苹
十
一
一
月
、
其
の
增
發
'を
禁
じ
、
同
四
年
七
月
廢
f

il
l
Jl
l
fと 

弗
に
、
之
れ
が
f

を
斷
行
し
、
其
の
一
千
六
百
餘
種
に
.就
い
て
責
饪
を
：引
き
繼
い
だ
。
而
し
て
政
府
は
明
治
元
平
八
月
二
十
九
P

、
 

各
藩
の
私
鑄
を
嚴
禁
し
、
次
い
で
、
之
れ
に
代
る
可
き
余
銀
貨
幣
を
鑄
造
し
、
碧
一
年
十
一
月
、

一
度
び
本
位
貨
幣
を
一
-
®
欽
貨
た
ら 

し
む
る
銀
貨
本
位
制
に
關
1-
,
る
法
律
を
制
定
し
、
同
四
年
、
之
.れ
に
準
據
.せ
る
新
鑄
造
を
行
つ
た
の
で
あ
る
が
、
萬
國
悉
く
金
貨
本
位 

.
制
の
國
た
ら
ん
と
す
る
を
潘
取
せ
る
大
藏
大
輔
例
藤
博
文
の
同
ヨ
年
十
ニ
月
：1
1十
九
日
の
建
策
に
從
ひ
、
翌
四
ハ
キ
五
月
十
日
' 

金
貨
本 

位
を
^

礎
と
せ
る「

新
貨
條
例」

が
制
宛
せ
ら
れ
た
。
：

通
貨
論
を
中
心
幺
し
：て
抨
び
！1
滞
先
生
の.
經
濟
論
を
：顧

る

：
.

 

ノ

七

三

. C  
ニ
九1

)



.

通I

I

心V

し

て

先
f

録
論
を
糊
る

 

身

s

九.11
)

此
の「
錾

倏

例

」

に
.は
、
新
貨
幣
稱
呼
の
事
、
典

の

箭

の
'事
>
.新
舊
貨
幣
比
獲
位
の
事
、
新
貨
音
の
都
ょ
り
、
金
銀
性
合
の 

事
に
至
る
ま
で
、
微
細
に
記
し
て
還
H

は
な
か
っ
た
。
例
：へ
ば
、
純
_

の
|

泥
合
物
は
九
f

一
 

百
と
の
割
合
な
り
今 

f

隱
M

す
る
所
な
く
、
公

然

之

れ

带

げ

た

の

は

、_

_

政
府
の
時
代
に
I

て

、

人
の
夢
に
も
想
像
し
$

布
とM

 n

可
き
で
あ
る
。
先
生
はr

當
時
數
百
年
來
の
獲
中
S

息
ず
る
日
本
人
に
. b

て
、
謙
か
新
政
.府
の
翁
正
大
を
信
じ
て
•

之
れ
に
驚
か
ざ
る
紫
あ
ら
ん
や
、
迷
夢
ー
覺
、
采
然
た
る
诉
如
し」

と
頌
し
て
居
ら
れ
る
0(

同
、
员)

0 

:

J

然
し
な
が
ら
、
此
の
明
治
四
年
の
.
金
貨
本
位
制
は
遂
に
失
敗
に
終
っ
た
。

「

新
貨
條
例」

は
金
貨
木
位
制
の
下
に
、
、各
開
潘
場
に
於
け 

る
贸
f
便
利
の
爲
必
に
、
.
當
分
の
，

2
:、

中
外
人
政
の
證
應
じ
.、
流
通
區
域
を
麗
場
の
み.
I
れ
る
無
制
限
法
貨
に
し
て
、
且
つ 

自

11
:1鑄

造
の
許
さ
れ
た
る
銀
貨
を
認
め
て
ゐ
たo
而
し
て
金
銀
兩
貨
の
法
宛
比
惯
ば
ニ
に
對
す
る
一
六
•
〇

一
で
あ
つ
た
が
爲
め
に
、
世 

界
に
於
け
る®
低
^
の
勢
は
我
が
金
貨
を
し
て
海
外
に
流
出
せ
し
め
な
げ
れ
ば
止
ま
な
か
つ
た

°
是
に
於
い
て
平
、
政
府
は
、
月 

治
八
本
ニ
月
ニ
十
八
日
、
太
政
官
布
吿
第
三
十
五
號
を
以
っ
て
、
嘗
ー
一
七
ダ
：ラ
ム
一
一
一
六
の
貿
易
銀
を
鑄
造
し
、
誉
一
一
六

4

ラ
ム
L 

五
七
の
£
貨
と
同
價
を
以
っ
て
流
通
せ
し
め
ん
と
し
、
我
が
金
貨
に
代
っ
て
流
人
!̂る_

哥

娑

讓

せ

ん
H

效
银
な
、 

終
に
同
十
一
年
音
の
布
带
を
以
つ
て
、
從
來
麗
場
の
み
に
限
f
ら
れ
た
蠶
銀
を
無
制
限法
貨
と
し
て
机
く
全
國
に流
通
す
る 

こ
と
を
許
し
：た
0
愛
に
歪
っ
て
我
が
園
は
制
度
上
、
金

業

位

國か
らI

位
國
と
化
し
た0

然
しI

ら
、
妻

上
に
於
い
て
は
、

市
場
に
流
通
せ
る
も
の
は
主
と
し
て
.不
換
紙
f

あ
っ
た
。
明
治
政
府
は
太
f

札
、
民
部
I

、
.
大
藏
I

換

證

、
間
I

兌
換 

■

I

發
行
し
て
當
座
の
相
に
充
て
た
。
太
.響
礼
は
ニ
年
.昔
の
布
齿
に
よ
っ
て
、
五
年
酿
り
、
養
と
引
換
へ
ら
る
可
き
蒂
で

あ
っ
た
が
、
四
^

の
布
齿
を
以
っ
て
、
新
紙
幣
と
引
き
換
ベ
ら
る
、
に
至
っ
て
、
不
襖
紙
幣
と
化
し
た
。
而
し
て
明
治
五
年
十1

月
十 

T t
R

を
以
っ
て
發
布
せ
ら
れ
た
る「

國
立
銀
行
條
例」

に
據
っ
て
國
立
鈒
行
は
設
立
せ
ら
れ
、
政
.府
は
其
の
資
本
金
の
五
分
の
三
を
、
,
 

政
府
紙
幣
を
以
っ
て
政
府
に
收
納
せ
し
め
、
之
れ
に
對
し
て
六
分
利
附
金
札
引
換
公
愦
證
書
を
銀
行
に
下
付
し
、
銀
行
は
之
れ
を
檐
保 

と
し
て
、
政
府
に
て
印
刷
し
た
る
同
額
銀
行
紙
幣
の
，下
付
を
受
け
て
之
れ
を
發
行
し
、.
.而
し
て
资
本
金
の
四
分
の
一
、
其
の
發
行
せ
る 

J t
T f

に
對
し
て
三
分
の
ニ
に
相
當
す
る
正
貨
を
兌
換
準
備
と
し
て
保
菘
す
る
こ
と
、
し
た
。
而
も
、
當
時
は
旣
に
.不
換
紙
幣
と
化
.せ
る 

政
麻
紙
幣
が
需
要
を
超
過
せ
る
程
度
に
.於
い
て
流
通
し
て
居
っ
て
、
I E

貨
に
對
し
て
幾
分
の
價
値
下
落
を
來
す
こ
と
を
免
れ
な
か
っ
た
、
 

而
し
て
連
^

の
輸
入
，超
過
は
频
り
に
疋
貨
を
海
外
に
流
出
せ
し
め
.っ

、
あ

っ

た.秋
で
あ
っ
た
が
爲
め
に
、
國
立
銀
行
券
は
JJ

ハ
の
發
行 

と
共
に
、
直
ち
に
，犯
貨
兌
換
の
請
泶
を
受
け
、
斯
く
て
取
付
け
ら
れ
た
正
貨
は
、
纏
が
'で
海
外
に
■輸
出
せ
ら
れ
て
"
銀
行
は
忽
に
し
て 

典
の
；止
貨
準
備
の
缺
乏
.を
薆
へ
た
の
で
あ
る
。
是
に
於
い
て
乎
、
.當
時
營
業
を
行
っ
て
居
っ
た
第一

、

第
二
、

B

四
、
第
五
の
國
立
銀 

行
は
連
靖
し
て
銀
行
條
例
中
、
正
貨
兌
換
の 

一
■

を
改
正
せ
ん
こ
と
を
請
願
し
、
又
、
其
の
改
正
容
晶
な
ら
ざ
る
が
^
め
正
体
ょ
り 

の

「

拜
借
金」

を
以
づ
て
僅
か
に1

時
の
急
を
免
る
X

こ
と
が
出
來
た
。
是
に
於
い
て
乎
、
政
府
は
遂
に
明
治
九
苹
八
月
、
從
來
の
國 

立
鈒
行
條
例
を
改
7 H

し
、
資
本
金
額
の
八
割
に
相
當
す
る
公
愦
證
書
を
擔
保
と
し
て
收
納
し
、
同
額
.の
.銀
行
紙
幣
を
下
付
し
、
銀
行
は 

;!
]
:ハ
の
流
通
：せ
る
紙
幣
に
對
し
て
四
分
の
.
一
を
通
貨
、
即
ち
不
換
紙
幣
た
る
政
府
紙
幣
.を
以
っ
て
穑
み
f

、
紙
幣
⑴
換
の
準
備
に
充
っ
.
 

可
き
も
の
と
定
め
ら
れ
た
。
斯
く
し
て
國
立
鈒
行
紙
幣
も
亦
、
事
賢
上
、
1
種
の
.不
換
紙
幣
と
化
し
；た
の
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
し
て
、
政
府
紙
幣
は.
幾
分
典
の
'價

値

下

落

し

、

通

州

、
：
亦

、

圆

滑

を

缺

く

の

處

れ

な

.
き
に
非
ざ
る
も
、
兎
に
例
、
，明
治 

通
貨
論
を
：中

.
心W

し
て
再
び
福
澤
先.
坐.
の
經
濟
論
.を

觀

る

へ
.

七

2.,
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通
食
論
を
中
心
'V

-L
て
蒋
：ザ
錨
澤
タ
生

.
の
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爻

鹳
.̂:  

七
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,
+
年
西
南
戰
争
$渤
發

以

前

に

於

，
い

.
て
は
、
颓
々
な
る
努
力
に
依
つ
.て、幸
に

：も«
の
债
値
安
定
な
る
を
得
た
の
で
あ
る
。
福
澤
先
生
は 

稍
や
溢
凄.
に
過
ぐ
る
の.
言
を
以
つ
て
、
明
治
初
年
に
於
け
る
政
府
の
適
貨
政
策
を
追
想
し
て
下

.
の
如
く
述
ベ
て
皆
ら
れ
る
or
國
民
の
政 

府
を
信
ず
る
こ
と
愈
々
厚
く
、
其
の
德
義
に
感
ず
るCと
愈
々
深
く
し
て
、
爾
後
、
彼
の
金
札
は
廢
し
て
、
今
の
紙
幣
に
引
替
た
れ
ど 

.
も
、
新
紙
幣
と
新
貨
幣
と
致
び
行
は
れて
、
些
少
の
差
違
な
く
、
或
ひ
は
使
用
便
利
の
爲
め
に
紙
幣
を
貴
ん
で
、
段

間

の
取
引
に
は
、 

金
銀
货
ぷ
り.
紙
幣
に
釾
し
：て
、
幾
分
の.
打
歩
を
附
す
る.
の
勢
な.
り

し

は

、

政

府

，
の
美
擧
盛
事
に
'
し

て
、
其

.の

德

義

の
顶
上
と
沄
ふ
可
し
C 

實
數
を
以
つ
，
.
て
論
ず
れ
ば
、
舊
政
府
の
宋
年
ょ
り
僙
か
に
兰
五
年
を
經
ず
し
て
、
舊
時
の
一
歩
銀
百
兩
は

r r
貨
の
凡
そ
百
一
一
十
五
圓
と 

爲
り.
人
民
は
之
れ
が
爲
め.に
：
一
步.
銀
の
'財
產.
に
激
き
ー一.

割
半
の•損
亡
シ
蒙
り
た
れ
ど
も
、
楚
れ
は
丘
ハ
亂
中
の
一
災
難
と
認
め
、
敢
て 

新
政
府
を
怨
む
胬
も
な
く
、
天
下
の
惡
、.:
;,
.1處
ic
歸
す
る
は
自
然
の
，勢
に
し
て
、
是
れ
も
鸨
政
府
の
不
始
末
な
り
、
夫
れ
も
舊
弊
の
致 

す
所
と
て
、
唯
だ
蓓
政
府
を
咎
め
て
、
、時
勢
に
安
じ
た
る
は
、
基
れ
亦
、
入
段
堪
忍
の

'德
義
に
し
て
、
政
府
の
爲
め
に
偶
然
の
幸
と
云 

ふ
可
し
。.
之

れ

を

要

す

る

に

明

治

，政

府

は

_
新.
の
初.
め

、
.
通;|]
貨
幣
の
一
事
に
就
き
て
は
、
俯
仰
天
地
に
恥
づ
る
な
.き
の
處
镫
を
施
し 

て
、
人
民
の
望
を
收
撥
し
、
開
關
以
來
、
我
が2!本
政
府
に
比
類
な
き
の
み̂-
ら
ず
、
世
琢
萬
國
に
對
し
て
誇
る
可
き
立
體
の
德
義
を

.
表
し
た
る
も
の
と
一

K

ふ
可
し」

と
。(

前
揭
■-..
全
集.」

第
九
卷
九
頁>
?
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.
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.
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¥
し
て
明

七̂
八
年
の.
顷
ょ
り
し
て
段
沿
に
金
貨
流
出
を
憂'ふ
る
の.
論
あ
，
る

に

及

ん

で

も

、
先

生

.
は
倚
ほ'强
ひ

て

獨

り
.
自

ら

安

ん

，
じ 

て
居
ら
れ
た
こ
と
は
前
述
.
の
如
く
で
あ
る
。
而
し
て
明
治
十
苹
夏
に
記
さ
れ
た
る
未
刊
の

|

書
屮
に
於
い
て
も
尙
ほ

r

世
人
の
動
や
も 

す
れ
ば
、
心
頭
に
掛
け
て
憂
ふ
る
も
の
は
、

.

事
な.
れ
ど
も
、
政
府
の
：爲
め
に
謀
っ
て
、
漫
り
に
共
の
得
失
を
斷
ず
可
ら
ず
、
本

华E

本
國
通
貨
の
高
、
.金
銀銅
貨
、
新
舊
紙
幣
、
銀

行

札

を

：命

し

て

、

.
凡

そ4

億
五
汗
肩
圓
為
り
ハ
隨
_

大
？
金
額
な
れ
ど
も
、
涵
，
 

用
に
菱
な
き
事
情
あ
り
、
之
れ
を
察
せ
ざ
る
可
ら
ず

」

と
做
し
、
紙
胳
は
假
令
ひ
今
後
若
干
其
の
數
を
增
す
も
容
易
に
其
の
價
を
下 

漆
す
る
こ
と
な
か
る
可-̂
と
論
ぜ
ら
れ
た
ヵ
第1

に.
、ソ
书
來
、：：
日

沐

祀

於

い̂は
、：諸
藩
札
は
吻.
讚
、
‘假
令
ひ
金
銀
貨
で
あ
つ
て
も
、 

其
の.
留
用
は
唯
だ
政
府
を
信
じ
、
，政
府
を
恐
る
、
の
人
心
に
依
賴
し
、
極
印
を
目
當
4
し

-'.-t:、
測
金
の
價
を
ば
問
は
ざ
る
の
風
で
あ4 

か
ら
、
現
相
の
抵
幣
も
政
府
の
名
に
依
つ
て
通
用
し
、，
人
民
は
讀
だ
嫩
府
の
保
證
と
否
と
を
發
索
寸
る
ま
で
^
あ
つ
て
其
の
先
き
の
考

、
は
な
い
有
様
で
あ
る
。
第
一一

に
、
'引
替
の
期
限
も
附
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
紙
幣
を
倡
用
ヤ
る
の
；理
な
き
亦
如
く
で
あ
る
け
れ
ど
も
一
今

•. 

% 

.

.

.

.

.

.

.

. 

... 

、‘

Q

日
本
の.
紙
幣
は
、
入
民
が
之
れ
を
信̂.
る
も
信
ぜ
ざ
る
も
、
.
之.
れ
を
缺
v>
て
は
商
賣.
取
引
め
世
界
東
事
實
上
支
障1
坐
ず
る
が
傲
に
，
 

通
用
す
る
も

.

Q

で.
あ
る
, °
第
三
，に
ド
日
本
に
於
か
て
は
窗
來
爲
替5
社
駔

炎̂
宜
％

^
得
ず
、.
：
今

日

杧

至

つ

.
て
拟
世
態
著1
べ
變
じ 

を
と
雖.
も
：
舊
習
は
容
易
に
脫
す
る
こ
と
を
得
な
い”
且
つ
又
”
今
日
假
令
ひ
爲
替
の
壮
姐
奉
义̂
、.
'天
卞
の
财
權
、
冲
央
に
集
り、.

I- 
• 
'
 
r 

•- 
'
 
• • • - 

- 

• • . 

.

流
通
の
道
、：
...一
：方

に

偏

す.̂
が
故
に
、
其
め
不
便
利
も
亦、
な̂

'̂
ず̂
、
：今
の
政
府
に
祖
税
を
教
む
石
の
独も
、：
其
の
時
期
皇
度 

に
定
む
る
と
農
ひ
な
者
、
惹

领

轉

、’
^

彥

で

*
^
巧

み

菜
3

は
信
ず
々
を
得
な
>
、
.其
の
際
に
は
会
浩
し
く
说
政
府 

0
手
に
通
貨
の
：滯P
て
不
用
な
る
こ
と
が
あ
る.可
き
で
^f??..

次
維
漸
以
來
,»
家
養
業
は
旣
艾
廢
滅
し
て
、.
新
家
新
業
は
未
だ
典
の
.恶 

礎
を
固
む
る
に
：至
ら
な
>
、
所
謂
世
間
の.
不
景
笫
不
繁
昌
は
現
金
取
别
を|
-1
>
、.
通
貨
の
用
を
:1.
て
忙
は
し
き
に
至
$
し
め
：た
0
第
四 

に
”.廢
藩
以
後
、.-
祖
税
は
米
納
を
金
納
に
改
め
、
官
員
の
.
：
月

給

#
固

ょ

り

金

で

あ
ら
て
、
華

士

族

.
の
來
祿
そ
も
金
祿
と
爲
し
、
前

-f
c
は 

來
を
以
つ
て
通
用
金
の代
用
と
爲
し
た
も
の
が
、.
今
日
欠
至
'
 
つ
て
^

米.
对
全
く
他
の
商
ロ|̂
異
な
ら
ざ
る
に
至
つた
。
斯
く
し
て
通 

_
貨
输
を
»|
*
心

し̂
て
浪
び
福
禪
洗
在
め
_
德
顧
を
鄉
必
：
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韻
^

输
を
冲
ル
ズ
し
て
再
び
福
禪
舟
坐
め
經
濟
猶
を
灌
る

 

七
八 

貨
の
入
用
は
前
時
に
倍
せ
名
る
女
得
ざ
る
こ
と
：、
爲
っ
た
。(

コ
全
集
^
第
五
襄
圭
丨
七
貢
^̂
 ̂

.
斯
く
て
次
生
は
、
數
實
看
を
信
じ
な
が
ら
、
.國
課
把
依
る
流
通
カ
の
確
認
、"
商
取
引
上
に
於
け
る
必
耍
、
信
用
證
券
の
不
通
及
び
貨 

#

經
濟
め
發
键
に
由
つ
て
、
幾
分
の
紙
幣
增
發
が
、
容
易
に
其
の
愤
値
-?
:

減
少
せ
し
む
る
も
.の
に
非
ず
と
信
.じ
€

ゐ
た
0
.然
も
先
生
は 

前
揭
の
備
港
中
杧
龙
い
て
べ「

明
治
十
年
.六
月
、
通
貨
の
高
、
^

そ
4)

億
艽
千
萬
圓
、
旣
に
少
し
と
せ
ず
、
今
後
若
し
、

ー
方
に
は
1 1

视 

の
金
测
を
改
め
て
米
溯
と
爲
し
、
；
1
方
に
は
益
々
.紙
幣
を
發
行
し
て
、
益
々
銀
^ .

を
設
け
な
ば
、
遂
に
一
度
は
通
貨
の
價
、
下
落
し
て
、 

諸
色i

f

直
の
世
と
爲
ら
ざ
る
を
得
ず
、
此
の
時
.に
も
倚
ほ
-tt

接
に
政
府
の
損
亡
に
は
弗
ざ
れ
ど
も
、
通
貨
を
握
り
た
る
者
の
災
難
と
爲 

技
.て
、
全
國
の
商
*

エ
業
に
妨
げ
を
爲
す
の
湛
し
き
は
固
よ
り
|
ロ
を
俟
.た
ず
«-
:

と
說
い
て
吾
ら
れ
る
0(

同
三
.一
頁)

。

而
し
て
电
上
1

、 

紙
幣
價
値
の
您
落
.に
よ
り
て
、
；貧
音
累
せ
ら
る
A
.こ
と
な
き
^

、，
富
成
は
多
大
な
る
損
失
を
受
く
と
做
す
の
通
說
を
難
じ
、
富
商
大
，
 

賈
と
、金
紙
の
別
な
く
現
金
を
所
持
す
る
者
と
を
區
別
せ
-ざ
^

可
ら
す
と
論
じ
、通
貨
.下
落
.の
爲
办
に
禍
を
蒙
る
こ
と
甚
し
き
紫
は
、
社 

會
中
の
良
民
で
あ
.っ
て
、
1

m

!

を
成
し
、.
身

代

美
X

と
す
る
？

あ
る
、
心
術
律
S

し
て
、
よ
く
家
を
守
る
者
で
あ
る
" 

漸

く

積

ん

で

、
.
漸

く

進

：み

 

> 

社
#

富
裕
の
源
た
る
可
き
奪
で
あ
る
と
斷
ぜ
ら
れ
た
0
此
の
颦
の
身
代
を
冥
々
の
際
亡
減
少
す
る
は
草
木 

の
_

を
剪
？

、
.
其q

發
.

奶
ぐ
る
に
異
な
ら
歎
い
。.
御
用
金
の
災
害
は
大
で
あ
る
が
、
例
へ
ば
大
木Q

枝
を
切
る
が
如
く
で
あ 

る
。
先
坐
牡
、
通
貨
下
落
の
作
用
は
御
用
金
馨
よ
り
も
更
ら
に
恐
る
可
き
で
あ
る
と
觀
た
。(

司
二
ニ
丄
ニ
3
0
'

五.
：

'-...

'.

ぽ
本
の
國
情
を
觀
る
に
、
古
來
、
字
を
知
セ
、
書
を
請
み
"

政
を
談
じ
、
經
濟
を
論
ず
る
等
、
都
べ
て
天
下o

大
事
為
は
る
容
は
、

悉
く
皆
、
士
族
で
あ
つ
て
、
農
工
商
は
唯
だ
士
族
の
指
揮
に
從
其
の
風
にく̂
も
の
と
稱
す
可
き
で
あ
る
。
王
制
一
新
の
攻
を
成 

む
、
外
國
の.
交
際
を
開
き
、
典
，の
書
を
講
究
し
、
其
の
學
術
を
採
用
し
、
貿
易
を
盛
に
し
、
物
產
を
勸
む
る
等
の
事
は
皆
、
士
族
よ
り 

發
せ
ざ
る
は
な
い
。
明
治
の
初
め
、
宵
員
.
に
列
す
る
考
の
十
中
、
八
九
は
皆
、'士
族
で
あ
る
。
外
國
に
遊
學
し
、
內
國
に
て
洋
書
を
蘭 

む
も
の
も
皆
、
士
族
の
子
弟
.
で
あ
る
P
翻
譯
齊
も
士
族
よ
り
出
で
、
.
器
械
家
も
士
族
よ
り
出
で
、
醫
も
士
族
で
あ
り
、
兵
も
士
族
で
あ 

る
。
概
言
す
れ
ば
、
常
時
、

hi

本
の
文
明
は
士
族
の
手
に
在
り'と
稱
す
可
き
で
あ
る
。ii
r
澤

先

坐

は

廢
'f-
L̂

縣
後
に
於
い
て
士
族 

の.
祿
を
剝
ぎ
取
々
、

ー
時
に
活
許
を
奪
は
ん
と
す
る
の
策
を
以
つ
て
、
恰
も
文
明
世
敎
の
源
を
塞
ぐ
に
異
な
ら
ざ
る
も
の
と
觀
た
。
加 

之
、
善
^
爲

す

に

與

あ

る

者

，は

、

';
又

、
惡
を
爲
す
に
も
氣
力
があ
る

。今
の
士
族
に
敎
を
施
す
こ
と
な
く
んば
、
忽
ち
®
#
無
賴
の
域 

に
陷
り
，
营
だ
に
國
家
の
益
を
爲
さV
る
の
み
な
ら
ず
、.世
間
の
風
俗
を
亂
り
、
他
人
の
害
を
爲
す
こ
と
遥
し
き
に
至
る
可
き
で
あ
る
。 

0明
治
四
年
、&
府
が
：廢
藩
遛
縣
斷
行
後
、
来
だ
士
族
の̂
佩
に
就
い
て
は
定
說#.
せ
ざ
り
し
當
時
、
先
坐
が
政
府
當
局
に
示
さ
れ
た
る 

意
見a

s-

マ
傳
記j

第
一
：

11

卷
四
T

M)

。： 

^

:
明
治
維
新
と共
に

、天
下
の
政
權
は
强
藩
の
士
人
に
歸
し
て
、
彼
れ
等
の

」

翳
政
治
が
行
は
れ
た
。
此
の
裳
頭
政
治
、
，
即
ち
先
坐
の 

所
謂「

寡
人
政
府」

は
明
治
の
1初
め.
三
五
年
に.
し
て
、
よ
く
門
閥
封
建
の
舊
弊
を
一
掃
し
て
遺
,
所
が.
な
か
つ
た
0
寡
人
政
府
と
雖
も
、 

多
事
の
3.
に
在
つ
て
は
毫
も
其.
0弊
を
見
な
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、へ
明
治5

漸
く
患
を
生
じ
て
、
施
政
活
撥’な
ふ
を
得
ざ
る.
に
至
つ
た
。
先
生
は
明
治
十
五
年2
父
に
於
い
て
、
明
治
政
府
は
文
明
の
.
長
»
に
駕
し 

て
、
« .
閥
の
舊
物
を
破
壤
し
た
る#
で
あ
つ
て
、
今
の
人
民
が
民
權
論
を
蝶
々
：す
る
は
政
，府
の
先
例
に

.
倣
ふ
も
の
で
あ
る
と
觀
た。
0 

通
貨
論
を
中f
L
Tw
び
輻f

先
生
の
經
濟
論
を
觀
吝
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:逋.
貨
論
を
中〕

心
そ
し
て.
再
び
蹢
滞
先
生
の.
濟

論

：を
：
觀
6 

AO 

O
l

九
八)  

人

政

府

は

、
：
其

，
の

氣

、

.
常
に
胺
£.
て
、
百
年
意
ぬ
如
ぐ
な̂
变

^
ーー̂
た
ざ
事
紅
-̂

り

し
^:
官

民

の

木

跡

和

を

釀

す

こ

と

が

多

か

つ 

.
た

し̂.
て

民

抒̂

ヵ̂

寡

人

政

府

，
の

...士'人

..を

政

治
1]
會

の
^
|€-'.驅
逐.
せ
-̂

と
...す̂'-..
も

亦
\>
非.
で.
あ.
る.
。

先

生.は
.唯

だ

銳

意

官

民

の

3̂

 

.
和
を
八
止
圖̂た

>;
0
先
生
は
官
民.
の
調
和
を
阓
ら
ん
ど
し.て
、

當

時

，
の

.
寡
人
政
府
の
爲‘̂ 

見
た
そ
明
治
十
姐
年
夏
の
頃
に
は
ゝ
開
拓
使
の
官
潜
物
拂
‘下
炉
陳
題
と
藤
つ
た
办
を
る
於̂-
^̂

1そ
與
ふ
洛
•£
と.
多

き

冬

の

：は
紙
幣
の

.
下
落
で
お
る0.
韻
し
て
先
生_
は
官
民
％
^
を̂
調
和
す
る
の
浪
は
.大
に
政
府
の
門
を
間
い
て
人
を

容
れ
，
新
^
の
機
關
息
へ
、
國
中
の
政
治
家
を
包
羅
し
て
、
：
其
の
政
策
を
蓮
の
世
界
に
及
ぼ
し
、
商

H

業
を
獎
勵
議
ず
る
に
在

り
と
做
し
た
。
政
府.の
內
部
藤
頓
し
て.
、
入
民
の
信
を
得
る
時
ば'
乾

等

S
業.
を
獎
‘勵
保
護
す
る
は
妨
げ|
の
み
な
ら
チ
、
下

に
政
府
の
實
任
と
し'て
霞
す
可
き
こ
と
で
あ
る
で
あ
ら
ぅ
。
保
議
政
策
の

.
利
寄
S
S
て
は
議
論
が
多.
い.
の
で
I
が
、
先
生
は
是.

れ
、
保
護
其
の
者
の.不
利
に
非
ず
し.
て

、

唯
だ
保
護
の
方
法
に
就
い
て
害I
の
み
、.
其
，の
保
護
，

v

蒙
る
人
物
に
就
い
て
_

あ
る
の

み

直

惟

I
成
明
治
十
五
年
五
月
十
七I
ひ
同
六
月
十
七
日
にf
 
.「

時
事
新
報」

論
文
：

「

藩
閥
寡
人
政
府
論」

丨

「

金
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明
治
十.一

年
の
.

「

通
貨
論」

は

‘同
丸
年4

-
1

月
に
草
せ
.ら
れ
た
，

「
分
權
論/

同
卡一

年
-
^月
發
兌Q

「

通
俗
民
權
論J'

及

が「

、道
俗 

國
權
論」

.
並
び
ぬ
同
十
四
年
發
梵
の

「

時
事
小
言」

と
等
し
く
、；
先
生
が
官
民
調
和
の
必
要
を
掛
.に
痛
切
に
感
じ
て
居
ら
化
た
時
の.
 

靡

で
.あ
.る
。.
斯
く
て
"

先
生
は
紙
幣
に
關
し
て
も
、

「

人
民
は
容
易•
に
動
撕
せ
ず
、
政
府
は
家
易
に
發
行
せ
ず
、

.
唯
だ
商
裏
引
の
.實 

際
の
み
に
注
意
し
：て
、
政.府
も
人
民
も
共
忙
用
心
覺
悟

」

^ :

ん
.
.こ
と
を
主
張
せ
ら
れ
た
の
で
ぁ
る9 

\
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;先
生
0;

1 :
:
!
;は
、
.
.日
本
0 ;

財
_

に
乾
て
も
亦
"

咖
派
で
ぁ
、つ
た
o
,先
生
は
，
& ;

灰
國
の
財
政
ば
毫
も
典
の
困
_

な
.る
を
晃
ず
、
假 

.
令

ひ

之

れ’を
闲
雜
舡
り
と
す
る
も
ハ
今
と
昔
と
ヒ
此
較
す
れ
ば
、
困
曝
の
度
を
減
じ
た
と
.沄
は
’
.な
け
れ
ば
&

ら
ぬ
、
_
.闲
雜
0

度
を
減
ず 

:
る
は
、
如
^

豐
裕
の
.程
度
5:
-

增
し
た
，る
%'
;
'
'の
、で
あ
0;

て
 ̂

~
「

全
集」 
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疆

三
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五
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タ
ノ
然
し
な
が

』

、.へ
日
本
政
府
の
財
政
は
'極
め
て
闲
雞
で
■.ぁ
る
と1

K

は
：な

け

れ

ば
.な

ら

ぬ

名

假

令

ひ

今

.の
歲
入 

.
を

以

づ

て

、
今

の

歲

出

を

償

ぴ

ー

出

入

過

不

及

だ

な

く

ー

負

偾

ぬ

傲

讓

も

自

如

な

其

か

道

ぁ

办

と

ず

名

‘

フ

政

庥

は

唯

だ

節

儉

を

虫 

義
i

■し
て
僅
か
に
.

^

^に
*
.
:へ.
W
.0:
'み
に
し
て
、
M
'^'

に
一
’
步
を
進
.む
.る
こ
_と

能

は

ざ

：る
.も
の
.
、
.如

し
.0
顧

か

て

幽

事

ひ

進

歩

如

何

を 

-

視

れ

ば

、® ;
、の

德

行

す

可

：き
^'

の
•甚
だ
^

^

.か
^

ず
、
製
鐵
の
法
、
.盛
大
.に
.
.ぜ
ざ
る
.可
&

ず
、
鐵
道
の
E

築
獎
縛
保
瞬
せ
.ざ
，る
可
ら
す 

* :
#

線
^>

增

架

ハ

郵

馨
CO

改
良
ぃ
.其
0

他
§

^

,

漕
河
.の
，エ
_

ょ
り
1

文
學
爾
エ
藝
.の
事
藍
右
迄
，
丼
蒙
柄
の
-洪
大
.に
し
て
、
 

人
民
0 -

私
亡
施
行
す
可
^

^〖

1

^

认
之
れ
を
施
行
.ず

る

粍

^

國
益
•を
爲
ず
办
み
に
'レ

て

、
：
目

下

わ

私

利

た

»

き
が
爲
め
に
、
 

-《

4

^

に
着
.手
す
る
こ
^

能
は
ざ
る
も
^

は
牧
擧
に
遑
あ
ら
ず」

、「

海
陸
軍
備
の
如
き
は
^

に
#
眉
の
急
な
れ
ど
も
今
日
の
財
漱
に
て 

蜂

'
此

没

軍

雙

秦

ぼ
.旦

づ

琰

趣

ず

可

绔

目

：

途

菸

る

ビ

：
と
.な

し

、.：況

ん

：や

他

の

內

酸

(0
;

事

迄

龄

い

七1

次

政
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is

楚

紙

幣
.を

發

行

じ

て

、

明
治
十
一
一

.一
年
六
月0
調
に
其
の
流
®

の
高
、
®

立
.銀
行 

.

-
§

合

.^

て
、
ー
億
四
千
三
百
餘
萬
圆
の
多
き
墨
ぢ
致
^

は
共
の
^

#

下
落
.し
て
、
:'
;
之
れ
，が
爲
め
に
物
懷
の
騰
貴
を
& '

し

、：

一
，
.
時
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l
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通
貨
論
を
中
心
.

w

し
て
再
.

び
！！

f

先
生
の
鍅
濟
論
を
観
-る
. 

,
 

八
..ニ
：
 

C

三
0

〇
v 

此
の
紙
幣
を
處
分
す
る
も
政
府
の
：責
杻
な
れ
ど
\

如
何
せ
ん
、
今
の
財
政
.困

雛

に

七

は

、
其

の

友

便

あ

る

可

ら

ず

、

誠

'に

堪

へ

難

き 

次
第
な
ら
ず
や
。
或
ひ
は
政
脾
が
，仕
法
を
嚴
に
し
て
、.
諸
.々

の
冗
氍
を
省
き
V

舊
謝
蒎
政
に
流
行
し
た
る
質
素
儉
約
の
例
に
做
ふ
程
に 

し
た
ら
ば
、年
.々

歲
々
幾
分
の
餘
財
を
得
で
、遂
に
は
紙
^

を
^ -

換
し
、
他
0 -

負
愦
を
も
償
却
す
^ :

の
日
あ
る
可
し
、
至
極
確
實
な
る
法 

な
れ
：ど
^

、
儉
約
.を
以
つ
て
財
を
餘
す
0

法
は
極
办
で
.緩
慢
纪
る
も
の
：に
し
て
、
天
下
泰
平
*'
*

德
川
時
代
の
如
き
無
.事
の
日
に
は
行
は
.
 

る
ふ
も
、
今
0.
'の
.
_活
徽
.な
.る
活
世
界
の
列
國
に
交
際
を
開
き
た
.る
日
本
に
於
い
<
 
は
或
.；

5

は
不
適
當
な
.る
が
'如
し
/「

政
府
の
咏
政
、
困 

難
な
り
と
袞
ふ
可
し」

。(

同
三
五
八
丨
三
六
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頁
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.
ノ

'

•
然
し
な.
が
ら
、
先
生
を
以.
つ
て
觀
れ
ば
、
元
來
ー
國
の
政
府
は
其
の
：國
民

.
の
九
に
ft
つ
で
立
つ
も
の
で
あ'る
か

ら

し

て

、
，
其

の

財

政 

む
事
も
亦
、
國
民
の
所
關
た
ら
ざ
.
る
を
得
な.s
o
即
ち
政
府
の
財
は
國
民
の
財
で
あ
るo
國
財
ど.
は
唯
だ
國
民
の
私
財.を
集
め
て
* .之 

れ
に
附
す
る
に
公0
名

を

以

つ

て

す

る

も

：
の
に
，過

.
ぎ.
な
い
:0
故
に
政
府
0
富
む
は
、
國
民
办
財
を
财
す
こ
と
多
き
が
爲
め
で
あ
る
、
政 

府
の
脅
な
る
は
、
國
埒
の
之
れ
，を
出
す
ご
：と
少
な
き

.
が
故.
で
，あ
る
0
昔
年
、
門
閥
封
遮
の
世
に
.
在.
つ
‘て
は
、
政
庇
と
人
民.と
相
分
れ
、 

友
'に
共
の
資
産
の
贫
富
，を
齿
げ
ず
し
て
、
政
府
は
人
民
ょ
り
取
ら
ん
と
し
、
人
民

.
は
之
れ
を
與.
べ
，ざ
ら'ん
と
し
て
、
官
民
は
恰
も
雨
立 

し
、' 宛
然
資
產
を
別
に
す
る
時
代
で
あ
つ
た
が
故
に
、
，政
府
に
'財
政
の
闲
雛
が
あ
つ
て
も
、
之
れ
を
他
人
：の
拿
と
し
て
^
々
看
過
す
可 

き.
で.
あ
つ.
た
。
然
し
な
が
ら
、
.
今
E
o1
政
府
は
旣
に
；門
閥
赴
建
の
政
傲
で
は
な̂

殊
に
國
會
を
開
い
てV
國
蕻
を
議
す
る
の
場
合
に 

至
つ
た
な
ら
ば
、
政
府
の
財
政
で
あ
る
如
ら
と
耷
つ

.
て
、
決
し
て
之
れ
を
傍
觀
ず¥-.
ぎ
で
な
い
？
人
民
個.々
の
任
と
し
て
之
れ
を
負
檐
し
、 

貧
富
兆
に.
其
の
實
に
當
ら
な
げ
れ
ば
な
ら
，ぬ
。
國
民
が
.
奪
つ
'て
財
を.
出
す
の•勇
狀
あ
らir

.
政
府
も
亦.
、
奮
つV

內
外.
の
事
務
を
擧®r

し
，、
政
權
を
亂
大
に
し
て
ト
、亂
雛
を
备
張
レ
、
人
民
も
亦
、
.富
强«■
現
の
榮
各
を
得
可
き
で
あ
る
。
國
民
が
吝
で
あ

0

て
、
脉
を
惜
し 

む
時
は
、
其
の
政
府
は#
政
府
で
あ
つ
て
、
唯
だ
無
爲
に
し
て
、
共
办
貧
に
處
す
る
の
外
、
手
段
あ
る
こ
と
を
得
な
い
。
然
る
時
は
人 

民
も
亦
、
.

®
弱
國
民
で
あ
っ
て
、
.
之
れ
に
相
當
す
る
丈
け
の
輕
侮
を
受
く
可
き
で
あ
る
。

C

同

三

六

〇

丨

ー

炱

〕

。

,
;'
.而
も
、
秦
ね
て
ょ
り「

財
政
の
闲
雛
を
救
は
ん
と
せ
ば
、
.'歲
费
を
節
減
ず
る
の
他
に
一
策
な
き
な
り」

と
叫
ん
で
居
っ
た
、
純
然
た 

る
自
曲
主
義
的
立
脚
地
に
立
て
る
論
翁
、
昍
ロ
卯
告
博
士 

(

明

治

十

三

年

七

果「

.經
濟
策」

第
七
宵f

—

昭
和
三
平
六
月
版「

鼎
軒 

田
ロ
卯
吉
全
集」

策
六
潘 

一' 
2
 

,
3
0

如
き
は
[5
1

ょ
り
斯
ぐ
の
如
き
_

論
に
滿
延
す
る
こ
と
能
は
ず
し
て
.、「

政
府

の

.財

政

は

报

し

て 

附
難
な
I

や
、
蒞
し
之
れ
を
闲
雛
な
り
と
■せ
.ば
、.
艰
し
て
如
何
な
る
原
因
あ
び
て
、.
此
の
困
難
を
來
し
た
る
や
。
吾
が
®
、
私
か
に
章 

•

ふ
に
、'» '

新
以
來
、
政
府
‘の
鄭
務
多
端
に
し
.
て
>

終
に
此
の
困
難
を
來
し
た
る
の
み
0

而
1>

て
琪
務
の
多
端
な
る
は
，
政
府
龙
る
諸
の 

本
質
に
非
ず
し
て

»

1 ;

に
其
の
病
な
り
。
今
若
し
、
此
の
病
.あ
る
や
、.
政
府
の
事
務
->

必
ず
多
端
^ -
-

ら
ざ
る
可
ら
ず
。
其
の
^
務
旣
に 

%

端
な
り
、
-.
.
政
府
、
必
ず
其
>の
財
ヵ
.を
百
方
ヒ
散
せ
ざ
る
を
得
ず
。
政
府
の
財
力
、’
旣
に
吞
方
に
散
ず
、
何
ぞ
其
の
本
務
に
■專
ら
な
る 

こ
と
を
得
ん
や
？
是
，に
於
^

て
平
、•■其

の

本

務

未

だ

完

か

ら

ず

”、

*

の

附

屬

の

職

務

亦
、.
.未
だ
擧
ら
ざ
る
に
際
し
、

•¥
く
断
に
財
政Q

 

兩
雛
な
る
.に
激
遇
ず
，
是
れ
實
に
財
政
困
難
の
歷
史
.な
り」

と
反
殷
し
な
け
れ
ば
な
^ -

な
か
っ
た
^

明
治
十
四
年
十
月
一
一
十
一
一

R

發
行

m -
,
滗
經
濟
雜
認」

.第
八
セ
三
猇
所
載
.「

財困難を論ず

」

'~

前

揭
n
fH
f f

.田
ロ
卯
吉
全 

.
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.
/■.〜

::

.
1咏
治

十1

年

の.
交

ね

於

い

て

、
»
を
政
府
に
，置
く
の
見
地
ょ
り
疋
_

1>
て
”
紙
幣
發
行.
の.
便
利
|£
充
袓
せ.
る

福

澤

先

生

も

、
、
明
治
十

■通.
货

論̂:.
^ ;
心>
ト
レ.て
^
ひ1細
櫸
先
ぼ^
經
^

^

A
'三

.
Q
i
c
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通
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神
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先
也.
の-
綣
濟
論
を
觀
る
'

八
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四

Q
l

o'.
Iv

!

年
玖
來
V 

- 

_

の
¥

證

_か#

じ
き
^

及
ん
P

«-
A

顏

亀

A ;
® .

聽

終

政

庥
.

©

«

£

^

'
、̂

ぬ

其

の

財

產

を

失

ふ

の

有

様

^;
默

過

す

る

こ

と

を

得

ざ

，る

に

茧

つ

た

？

 

/

■■. 

':: 

•

.先
坐
は
明
治
中
四
年
の
^
時
^

小
言
し
化
於
朔
で
乂
記
民
勹
®

^ ;
:

^

^
)̂
'

^

#
^'
^

と.
能
ゆ
ず
'_
つ.
で
新
紙
幣

發̂
行
し
て
、
_

官
札

引̂
換
へ
、.
期

0:
髙
も
亦
第
1
增
加
し
て
、'現
莅
の
宜
額
に
上
り
、
之
れ
が
爲
め 

に
參
«-
の
變
&
を
來
し
、.
宛
も
：

「
紙
幣
税」

.
と
も.
稱
す
可
き
ー
種
の
間
接
稅
を
徵
收
ず
る
に
至
つ
た
こ
と
も
、
.政
府
に
於
い
て
歲
出
に 

_
徵
ず.
る
租
税
を
微
收
せ
ざ
る
が
爲
办
に
、
政
府
の
用
度
足
ら
ざ
る
が
爲
め
で
あ
つ
て
、
紙
幣
と

M

ひ
、
國
债
とIK

ふ
、.
悉
く
皆
、
入 

捭
の
食
櫞
で
あ
つ
て
、
之
れ
を
傲
却
す
る
も
、
人
段
の
禽
務
办
職
分
で
あ
る
か
：ら
し
て
、
へ
敢
て
不
平
を
訴
ふ
可
き
も
の

.
で
は
な
い
、
況 

ん
や
、
國
會
を
開
くQ

後
に
於
い
て
を
や
、•正
し
ぐ
，は
己
の
家
ょ
り
振
出
し
た
る
字
形
を
引
き
替
ぺ
、
自
家
の
借
用
金
を
返
濟
す
る
に 

等
し
き
も
の
で
あ
る
と
論
ぜ
ら
れ
た0( 「

金
集」

..
ーー|六」 .
丨
三
頁
0
國
庫
な
る
も
の
比
本
來
無
ー
物
で
あ
つ
て
、
國
庫
.に
財
あ
る
は
國 

敗
尤
け
出
し
た
る
も
の
で
あ
る
、
國
靡
の
馨
じ
き
は
國
民

.
の.
未
だ.
財
を
納
れ
ざ‘
も
の
で
あ
る
。
國
庫
の
負
偾
は
國
民
の
負
愦
で
あ
つ 

て
、
®1
庫
の
利
益
は
國
民
の
利
益
：で
あ
る
？
故
に
紙
幣
發
行
に
曲
つ

.
て
、
若
し
も
政
府.
に
利
す
る
所
が
あ
つ
た
な
ら
ば
、其
の
利
益
は
人 

民.
の
利
益
と
稱
ざ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
•.
固
ょ
り
人
民
が
是
れ
、
•に
由
つ•て
直
ちH
利
を
#
る
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、I

時
に
租
税
を
微 

收
せ
ら
るv
it
り
に
、
徐
々
に
之
れ
を
惯
邮
す
を
の
便
.
を
得.
る
も
の
で•あ.
る
。
然
し
な
が
ら
、
，福
澤
先
生
.
は
斯
く
論
じ
な
が
ら
も

「

共 

の
價
格
の
下
落
に
就
い
て
、
國
庫
に
利
し
、
隨
つ
て
國
民
に
利
す
る
と
云
ふ
其
の
利
益
は
即
ち
利
益
な
れ
ど
も
、
國
民
全
體
に
就
い
て 

は
、
遐
だ
不
公
平
な
る
配
分
の
法
な
り

」

と
稱
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。

(

同一.m

八
五
頁
、

：

.
•

是
れ
よ
、り
先
き
、
政
府
は
、
明
治
士
一
年
よ
り
同
十
三
年
に
苴
り
ノ
紙
幣
愤
値
の
低
下
端
タ
甚
し
く
ノ
銀
貨
の
相
場
愈
及
騰
貴
す
る 

に
及
ん
で
、
或
ひ
は
洋
銀
の
空
取
引
を
停
止
し
、
或
ひ
は
國
庫
の
.鈒
貨
を
賣
り
出
し
て
.之
，れ

を

防

北

せ

ん

.と

し

た

の

で

あ

る

が

、

固
よ 

り
大
勢
を
阻
11
*
:す
る
こ
と
を
得
な
か
つ
た
0

政
府
は
、
楚
に
茧
つ
て
、
遂
に
‘不
換
紙
幣
鞍
遡
の
決
心
を
固
め
て
、
十
三
年
九
月
よ
り
紙 

裕
囘
收
に
着
手
し
た
。
而
し
.て
十
四
年
十
月
を
以
つ
て
大
藏
卿
の
椅
子
に
就
け
る
松
方
正
義
は
、
銳
意
不
換
紙
幣
盤
理
を
企
圖
し
、
明 

治
十
五
年
六
月
第
三
十
ニ
號
布
告
を
以
つ
て
日
本
銀
行
條
例
は
公
布
せ
ら
れ
、
同
年
十
；月
十
日
を
以
'つ
’
て
、
同
銀
行
は
創
立
せ
ら
れ
て 

政
府
紙
幣
盤
理
の
業
に
當
る
こ
と
、
爲
つ
た
。
：

先
生
は
明
治
十.
五
华
1ニ
月
十
兰
日
よ
り
同
十
六
日
に
瓦
る

「

時
事
新
報」

紙.
上
の
論
文
：

「

•通
貨
論」

に
於
い
て

、
、

政
府
に
向
つて
、 

前
祸
明
治
四
年
五
月
の
布
吿
の
精
神
に
復
歸
す
可
き
こ
と
を
說
い
た批̂
の
布
吿
は
^
偶
聋
良
性
の
貨
幣
は
徒
ら
に
窗
家
聚
の
寶
物 

と
爲
り
、
或
ひ
は
外
國
に
輸
出
せ
し
も
亦
、
少
な
か
ら
ず
、
象
に
諸
品
換
用
の
能
が
を
失
ひ
ハ
日
常
便
利
の
，逍
を
塞
ぎ
、
流
通
の
公
益

‘ 

殆
ん
ど
絕
ぇ
ん
と
す
る'に
至
る
、
實
に
是
れ
天
下
ー
般
の
窮
苊
に
し
て
、
萬
民
の
痛
心
11
ら
に
之
れ
よ
り
大
な
る
も0
な
し」

と
齿
げ 

て
ゐ
る
が
、.今
は

則

ち

「

金

銀

貨

の

善

：含
も
の
：：と

".
^
の̂
惡
し
き̂

(6-
と
を

雜

厢

し

、
て
'/弊
害

：を

坐

じ

衣

る

も
で̂
あ
る
か
ら
.、
其 

の
義
：に
於
；5て
異
な
る
で.
と
は
な
：'い
，で‘あ
&.
ぅ
0.
布
吿
姑
又
、

「

沈
令

■'
'»

易
の_

*>
盛
ん
な
义
:|
)#.
に
當
つ.
て
、_
弊
を
政
め
、
.精 

岚
の
薪
制
を
設
げ:̂
ん
：ば

、

：

何
を
以
つ
：そ
ゾ
鑛
.
の.

開

き

、
，
裳

國

泠

恶

海

て

ん

^

集

れ

政

庇

の

實

任

に

し

で

、

然

も
f
の 

急

務

衣

り
.」

：
.<
?:卷
げ

ヤ

ゐ

名

が

。

洵

杧

今

日

杧

往

'0
¥
、'紙
'»
€
^
-;
$:«
に
：祺

し
.
、.
精
良
め
盗
銀
貨^j

癥
な
ら
;I
>tr
る

：
に

非

さ

：
れ

：

ば
、、I

の
i

立
I

き
1

い
、
：I

I

の
^
^

:_

貨
論
を
中.
心
，

W

し

,̂
§
:
馬
槔
冼
#
の
！鼦
濟
論
1

%

.

<
洱

g
o
;

一S:
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.：生
..め

藤

濟

離

を

猶

.る

 

八
,J

ハ

rs
s
o
G 

•t

も
.の
；
で

ある
。
先
生
は
、.
一.：藤
考
の
主
張
す
^

が
如
き
、‘

利
«

下

策

及

：び&

直

輸

出0
獎

働

等

は.姑

く

密
.

#
の
#

業

と

し 

...:

て
之
れ
を
後
日
.に
讓
.り
1

政
府
は
先
づ
.焦
肩
6
.急
務
允
る
：紙
幣
め
處
分
を
行
.
4
可
き
も
.の
.
-と
論
じ
穴
0(

.

5
 

一
 

1.1.

丄
一
貢)

o

 

先
生
は
紙
幣
の
.昴
低
.励
播
*

し
き
時
.は
、
利
を
' ®

ず
る
の
商
人
は
只
管
、
投
機
心
.に
驅
ら
れ
.て
、っ
辛
苦
苺
年
、錙
銖
の
塵
を
積
ん
.で」 

糊

'0
を
圖
り
、
J K

常
の
業
務
を
祺
と
す
る
と
と
な
き.
に
至
り
、「

內

M
植
產
の
蓮
礎
‘を
起
し
.て
、
外
國
貿
易
の
利
を
百
年
に
期
す
る
が
如 

き」

こ
.と
も
、
徙
ら
に
投
機
渚
流
の
冷
笑
を
招
ぐ
に
終
っ
て
、
我
：が
：國
に
於
け
る
健
全
.な
る
資
本
主
義
の
發
達
を
害
す
る
こ
と
多
き
も 

|

|

(

同
一
1

照)

r

. ..

. 

,. 
,

ぺ

■
 

■
.
.

«?
■

多
難
な
り
し
我
が
紙
胳
盤
理
の
業
は
着
々
と
.
し
て
進
陟
し
、
遂
に
與
の
成
功
を
見
た
。
而
し
て
銀
紙50
差
、.
殆
ん
ど
消
滅
す
る
に
.及 

ん
で
、
政
府
は
明
治
十
七
年
艽
月
ニ
十
六
日
-
第
十
八
號
布
背
を
以
っ
て
、

「

炎
換
銀
行.
條
例」

：
を
發
布
し
、
日
本
銀
行
は
翌
+
八
年
五 

月
九
日
ょ
り
免
換
銀
行
券
を
發
行
す
る
に
至
っ
た
。
而
も
我
が
國
は
明
治
十
一
，苹
以
来
、
制
度
上
、
複
本
位
園
な
る
に
枸
ら
ず
、

.T
r
{
貨 

兌
換
は
金
銀
兩
貨
を
以
っ
て
行
ふ
こ
と
な
く
、

r

兌
換
銀
行
條
例」 .
第.
一
條
は
、in

本
銀
新
發
行
の
紙
幣
，は
同
行
に
於
い
て
銀
貨
の
み
を 

以
っ
て
兌
換
す
る
皆
を
規
定
し
、
同
十
八
年
六
月
六
日
の
太
政
官
第
十
四
號
布
吿
は
、
政
府
發
行
の
紙
幣
は
十
九
年
；
月
ょ
り
漸
次
銀 

貨
に
交
換
す
る
こ
と
を
規
宛
し
、
我
が
國
の

_
幣
制
は
、
事
實
上
、
銀
を
恶
礎
と
す
る
：に
室
つ
た0:

福
潘
先
生
は
、
明
治
ニ
十
三
年
五
月
、
紙
幣
盤
理
の
跡
を
囘
願
し
て
、
紙
幣
の
始
末
は
> 

極
め
て
愼
重
の
態
度
を
以
っ
て
ノ
あ
ら
ゆ 

る
方
便
を
誠
し
て
、
狳
々
に
正
常
の
狀
_

に
復
せ
し
む
可
き
箦
で
ぁ
っ
た
に
拘
ら
ず
、
其
の
薆
を
薆
ふ
る
の
切
な
る
の
.餘
り
、
急
劇
の

英
斷
を
以
つ
セ
唯
だ.一
妙
に
流
通
の.
紙
幣
を
減
じ
、
僅
か
に
ニ
.
筒
年
ば
か..り
の•間
に
、
之
れ
を
馨
し
盡
し
て
、
•明
治
十
八
年
中
に
は 

舊
數
の.
一
億U

千
萬
圆
に
復
し
、
.
鈒
紙
の
相
場
の
世
允
ち
し
め
、n疋
れ
が
爲
め
に
明
治
十
五
年
末
か
ら
！

1 ：

十
六
华
以
來
の
經
濟
界
に
流 

.•通
紙
幣
の
急
縮
と
共.に
物
價
の
急
落
を
招
來̂

德
め.
に
農
エ.
商
の
倒.
產
算
な
く
、..西
葙
の
役
に
費
し
た
る
彼
の
四
千
萬
圆
、の
如
き
も
、 

之
れ
を
近
啤
倒
產
し
た
る
考
の
.
失
'ぷ
所
に
比
す
れ
ば
、
寧
ゐ
少
な
る
可
し
と
論
じ
た0先
生
日
く>
人
^
の
禍
は
獨
0
戰

摩

の

'
'^
で

赴 

...い
、
理
財
の
得.
失
に

り̂
、.
其
の
影
響
す
る.
所

は

：
、
：
時

と

し

，
て

.
妹
干
戈
ょ
り
も
茜
し
き
も
の
が
あ
る
とo(

明
治
二
十
三
年
五
月
一
一
十
九 

:

日
ょ
り
六
月
四
日
に.
互
れ.
る
'..「

時
事
新
報」

論
文.「

財
政始

末
」-—

- 「

全
集」

第
九
#1.
四
八
®

?

'
'.
i 

.
而
し
て
先
生
は
、
其
の
後
、
.
紙
幣.
急
縮
の
病
症
は
變.じ
て
、
公
愦
騰
貴.
、
：
金

刹

卞

，落

の

，
難

症

‘と
爲
れ
る
こ
と
を|葡
み
、
此
の
難
病
を 

，
根

治

せん
が
S
に
は
、
現
病
の.
病
极
た
る
公
债
證
書
の
價
と
金
利
の
割
合
と
を'平
亿
復
せ
し
む
る
，
.
の
ー
法
あ
る
の>
と
觀
食
。
其
の
方 

法

は

極

め

，て

容

易

で

あ

る

。

.
金
利
と
公
债

は̂
相
互
に
交
感
神
經
の
、通
ず
る
も
.
：
の

で

あ

つ‘て
、
金
利
が
昇
れ
ば
、
公
债
.
は
降
ら
ざ
<る
を
得 

:

な
い
の
'で
あ
る.
か
ら
、
今
、
中
央
銀
行.で
金
利
を
引
上
げ
、'公
偾
證
書
檐
保
の
價
格.を
落
す
時
は
、.公
債
の
市
慣
过
忽
ち
下
落
を
催
し
、 

•.，
公

偾

が

下

落

す

れ

.
ば
，
金
利
は
之
れH

應

.b
v.
騰
貴
し
、
双
方
互.
に
S
と
爲
及
、
果
と
爲
つ
て
、.
相
互
k

i

遂
に
東
洋
の
一
國
た 

.
;る
甘
本
相
應
の
邊.
に
41
1
ま
：：る.
可
き
で
：あ.
る
0
,-.
然
し
な.
が
ら
、
■先
生
は
、
其.
の
療
法
を
施
す
に
當
つ.て
、
急
劇
の
手
段
を
用
ひ
.
た
な
ら
ば
、 

，恰
も
、
：
.
從
前
の
M
誤
を
繰
ヶ
返
す.
も.
の
で.
あ

‘つ
て..、
，興.
の
危
險
は
更
ら
に
恐
る
.可
含

..
生
は
、
當
時
の
X
業
會
社
は
、
室
の
早
唆
き
の
如
.く
、
低
利
と
名.
づ
く
る
人
爲

の

.
温

室中
に
成

長

し

た.る

が

故

に

、
.之

れ

を

高

利

の

寒 

氣
に
露
す
時
は
、
.忽
ち
凋
落
す
可
き
虞
れ
あ
.る
も
•
の
：と

考

へ

た

。

C

同
.1

六U

V.

通
貨
詾
舍
中.
心w
t

て#.
び.
福
掙
先

生
：：

の
經
濟
論
を
觀
る
：
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通.
貨

論

：
を

中

心
«
し.
て

搏

び
_

摔

先

：
度

：
の

_

濟
論
を
鸛
る
，

A
X:: 

0
!1:
〇
六
0
ノ

.

.
-
•
.
メ

 

” 

.

'
我

が

國

は

：、
'前
述
の
如
き
事
情
.に

曲

つ

ゼ:.
'

明
治
十
八
苹
を
以
^

て〗

籍

國

^ :

り
銀
貨
國
と
變
じ
た
の
で
あ
る
が
、
.銀
貨
の
下
落
が 

#

#

的
大
勢
.と
爲
づ
て
、
；其
.の
囘
復.

t
®

易
.昼
む
可
ら
ざ
る
.広
室
つ
.
.た
が
爲
.め

、
。
銀

篇

恕

名

：日

本

.の

顏

す

名

所

あ

茗

儘

よ

り
 

篇

の

數

で

あ.つ
.て
"

：
免

る

可

ぢ.ざ

名

所

で

：あ

る,0
然

：じ
：な

が

ら

、

共
(0

損

賺

は

、
咸̂

^

.

瑰
#

す
る
銀
；滩
金
讓
の
士 

分

以

上.に
土
：る
可^

^

な
い
0
;然

：る

に>
;錤
貨
卞
落
0

^

あ
忆
、.：.西
洋
の
.金

貨

國̂

か
_

念

ん

^
>す
名
も
.の
.は
、’
.嘗

苎

割

五

忿
‘
 

海
關
税
を
課
ぜ
ら
：れ
だ
る
裏
で
あ
づ
ゼ
彳
酋
徉
製
造
品
の
:0
:

本
防
火
6

易
か
: ^

ざ
る
»

の
技
§

>

#

が
國
か
ら
輸
出
す
.る
も
の
.は
、
 

M
<
, 
.

i

f

 

0

1

^

,

-
 

g

f

 

,

-

.

w

i
 

.

f
 

各 h

 

場

を

.し

て

新

事

業
 

に
.慣
れ
し
む
る
の
.み
な
ら
ず
、：同
時
に
輸
出
の
容
篇
辱
る
が
爲
め
世
探

$

,t
e
.日
尜
品
.の
販
路
を
储
ぐ
め
好
機
會
:?
:
與
人
、
他

Q
,
: 

銀
貨
國
た
る
支
.那
其
.の
他
に
對
し
て
、.
西
洋
諸
國
と
市
場
を
爭
..つ
：て
、.
常
食
.

f

を
制
‘す
„

至
ら
じ
令
渖
.

|

.の
で
あ
：る
。
.
先
生
は
、 

地
金
の
總
額
三
割
五
分
の
損
失
は
、
•這
個1

國
永
遠
の
大
利
益
^

II
I

ふ

の

代

價

で

來

つ

て

：、

.惜

む

妹

足

ら

、ざ

も

も

0

と
戚
惟
し
た
。(
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治1

一
十
六
年
一
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月
十
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日
よ
り
同
‘

1
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士
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に
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れ
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固
よ
り
數
理」

偏
の
論
よ
り
す
れ
ば
、
；金§

價

が
. #

れ
ば
、
；物
價
は
直
ち
に
之
れ
に
舉
じ
て
卞
蒋
し
>
;遍
.
.の

惯

が

降

れ

ば

、
；物

顧

も

； 

亦
，
.直
ち
に
共
.の
割
合
に
騰
貴
し
て
、
何
等
：の
變
動
も
な
い
辔
.で
あ
る
け
れ
ど
ネ
、
經
■

社
會
.の
事
情
は
案
外
に
綏
馒
で
あ
つ
.
て
、
進 

退
が
直
接
で
な
い
。
西
洋
諸
國
の
銀
貨
が
下
落
し
た
か
ら
と
云
つ
て
、
鈒
貨
國
た
る
日
本
.の

物

價

に

，其

：の

影

饗

を

及

ぼ

す

：ま

で

に

は

多 

少
の
時
日
が
あ
る
。
其
の
||
|
|
に
於
ぃ
て
次
第
に
日
本
の
諸
本
業
.の
發
達
を
致
し
.て
今
<0
:に
軍
っ
、た
の
.で
ぁ
る
。
'
.先
生
が
、
.日
本
の
幣
制

钇
も
金
賢
本
怳
に
改
办
ん
ど
.
ず

に

對

し

で

V
反

對

論

暮
飞

冷
1
去

0;
れ
た
E.
、
關
稅
就
电
植
を
有
せ
ざ
る
新
開® 

資
本
主
義
的
後
進
國
た.る
日
本
が.
銀
貨
下
落
に
由
つ
て
偶
然
に
得
た
る
保
議
税
の
寶
利
益
を
先
ふ
こ
と
な
か
ら
ん
が
.爲
め
で
あ
つ

た
。 

(

同
ニ
三
七
员
、 

：
• :':,:

'.
'
 .
1

.-•
' 

•

然
る
に
世
界
經
濟
の
大
勢
.は
遂
に
欺
く
.^

と
が
出
來
な
か
つ
た
。
明
治
二
十
四
年
：の
割
か
ら
、
銀
價
|

忙
ょ
る
物
價
騰
貴
の
_

 

は
遇
冤
か
と
爲
つ
て
、
.
彼
の
所
謂
保
識
關
税
、
即
ち
金
銀
_

の

僥

悻

も

、

：

我產工次第々：

々

に

 

其
の
功
能
を
減
じ
たC

福
澤
先
坐
は
、
內
國
の
物
價
及
び
賃
銀
の
漸
騰
に
隨
つ
て
、
金
.貨
國
&

す

る

保
謹
税
的
利
益
は
次
第
に
f

 

ぐ
も
f

覺
悟
し
な
が
ら
、
尙
ほ
明
治
三
十
部
ニ
月
に
至
つ
て
も
、
衆
し
て
當
時
の
物
望
び
賃
銀
は
旣
に
騰
貴
の
®
上
に
達
し
た
る 

も
の
'で
あ
る
か
如
何
か
を
震
と
し
て
、
■政
府
が
近
く
響
に
雷
せ
ん
と
す
I

■

位
制
案
に
.對
し
.い

魔

雄

問

題

と

し

そ

.
、
：
尙

ほ

幾
多
の
：講
究
を
：要
す
る
も
の
あ
る
を
觀
た
。(

同

一
四
'
頁
以
下
，

へ&
も
>
#
經̂
濟
の.
大
勢.
ょ
り«
れ

拔

、
、
世

界

的

通

商

を

行

ひ

<>
あ
‘る
日
本
が
、
通
貨
の.i

事
に
至
つ.
て
は
3
我

れ

は

銀

、
.
.
彼
れ 

は
金

i
枏
亙
に
立

分
れ
、
.恰
も

別

#
界

の

觀

を

成

し

_て
、

相
五
に
直
接
近«
の

谪

取

引

を

符

は

ん

.
と
す
る
は
、；、稂
本
ょ
りし
：

て
不
可
な 

る.
を
知
备
き
で.
I

O
先
生
は
資
本
主
養
後
進
國
た
る
某
が
，
數
部
來
、
，
銀
嘴
蜜
の
故
を
以
つ 

I.
と

同

時

に

、
.
其

の

棱

俯

議

を

進

步

せ

：し

办

、
，

今
尙
ほ
進
歩
せ
じ
め
り
善
名
有
形
無
形
め
僥
俸
を
、

_

だ
の
ニ
，年
：$

年

に

：：て

も

、

.持

歡

：せ

し

：め

.て

.文
明
商
0 :
.の
敎
育
を
卒
へ
し
め
ん
こ
と
.を
希
，望
1,

た
の
'
.
.で
あ
.
る
‘が
、
：而

'-
^

當
時
.の
先
.生
.の
.經

濟

論

.は

鍊

に

多
く
自

E I

-
1生
義
人
：：の
步
を
迆
め
て.
、rm

、

本
が
：课
し
て
金
貨
國
た
ら
.
ん
杧
ば：、

：

幸

袅

芷

•
通
貴
論
を
屮.
心
せ
し
：て
再
び
一
踽
澤
先
毕
の

) .
經
满
論-を

雜

る. 
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し
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び.龊
禪
先
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論
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、
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!
1?
八
ノ 

,雜
居
す
：る
も
の
は
、
吾
々
と
共
に
>

我
が
法
律
の
.下

に

屑

て

、
共

に

生

計

を

營

み

ノ

進

退

運

動

、

正

し

く

吾

々

，
の

同

胞

兄

弟

に

こ

そ

あ 

れ
ば
、
此
の
兄
弟
が
.3

々
に
取
扱
ふ
所
の
金
錢
も
肩
吾
々
と
同
鐵
な
ら
ざ
る
可
ら
ず
、
，之
‘̂

を
大
に
し
て
、
外
人
が
日
本
の
公
贵
又 

は
株
黎
等
を
質
ふ
こ
と
あ
.ら
ん
、
自
か
ら
外
資
輸
入
の
逭
に
し
て
、
我
が
殖
産
界
に
活
氣
を
添
ふ
る
に
‘足
る
可
し
、
或
ひ
は
.日
本
の
富
豪 

大
家
が
偷
敦
細
育
に
乘
出
し
て
、
資
本
を
卸
す
/
J

i
も
あ
^

ん
、
.商
.寶
は
世
; #

の
；商

賣

な

：

り

、
入

/々)

見
込
次
第
、：
來
西
甫
两
來
注 

自
浓
に
し
て
、
唯
だ
利
益
(0

從
る
所
に
就
く
可
‘き
_の
み
？

观

光

哀

の

如

く

に

し

，て

考

ふ

れ

ば

と

そ

、
彼

我

貨

幣

を

同

ぅ

せ

.ば

、

外

資

忽 

ち
我
が.國

に

來

集

し

，て

"

利
を
專
ら
に
せ
ら
.る
X

こ
と
も
あ
る
可
し
な
ど
”

.心

.配
す
る
諸
あ
れ
ど
'も
、：.
是
れ
ぞ
鎖
國
极
浊
に
し
て
、
共 

に
世
界
の
經
濟
を
語
名
に
兄
ら
ず」
と
論
じ
: ^

の
で
あ
：る
。

(

同

ニ

四

六

頁}o 

先

生

は

實

に

千
M

o
Jt

き
^

)^

す
燈
蜜
た
一
る
，ょ
：り

も

、

寧

ろ

僅

か

に

，
一
歩

.の

.間
を
照
す
提
燈
と
爲
つ
て
、
，政
府
及
び
民
^

5:
.4̂
導
せ 

ら
れ
衣
の
で
.あ
る
？ 

•
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附
8

晋
人
は
昨
带
十一

月
九
日
メ
靡
先
篕
究
會」
に
於
け
る
高.
橋f

雄
氏.
の

震

I

き
、•
又
、
同
氏
の
厳
密
な
る
E

を
經
た
る 

同
講
演
麵
錄
を
f
r

麗
梅
園
矗
澤
先.
生
の
父
百g
氏.
过
の
關
係
に
就
い
S

一
か
疑
問
を
李
る
旨
を
本
誌
一
月
號
に
記
し 

た
の
で
あ
る
が
今M

il

田
評41」

二

月

號

ハ

證

西

一

一

十

六

號

)
に
登
載
せ
ら
れ
た
る
同
速
麗
を
見
る
に
、
右
の
簡
所
は
金
然 

削
除
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
君
人
は
是
れ
に
由
つ
で
、
此
の
極
め
て
興
味
深
き
揷
話
が
永
く
罪
り
去
ら
れ
た
こ
I

深
く
^
f

す
る
。
 

尙
ほ
晋
人
は
前
揭
拙
稿
に
於
い
て
、
野
本
雪
厳
<
冏
申
緣
ミ
は
同
ー
人
物
に
は
非
ざ
る
か
を
疑
つ
た
の
で
あ
る
が
、「

蹰
禪
先
坐
傅
記 

靈
所
ム
富
田
要
氏
の
注
意
に
由
っ
て
、
昭
和
七
年
飯
、
耵
河
幹
明
氏
著「
福
澤
馨
傳
ム
第
一
卷
三 
一s

f

f

s

「

巾
f

は
野
本
雪
駿
に
肺
琪し」

云
々w

あ
る
は
、
實
に1
由
級」

の
誤
記
で
あ
っ
て
、
甶
擬
は
福
澤
百
肋
氏
の
父
た
る
雪
巖
の
子
で
あ
り
、 

福
麗
生
の
師
"照
山
白
石
常
人
の
師
た
る
こ
ミ
を
明
か
に
す
る
こ

€

が
出
來
た
。右
の
誤
記
は
、

「

傳
記j

第
一
一
卷
に
附
せ
ら
れ
た

る 

正
誤
表
中
に
訂IE
せ
ら
れ
て

っ̂
た
の
で
あ
る
が
、
吾
人
は
前
記
拙
稿
執
筆
の
際
に
は
全
然
、
同
表
の
存
在
.を
知
ら
ず
し
て
此
の
輕 

S
筆
を
弄
し
た
る
こ
ミ
を
深
く
恥
ず
る
。
尙
ほ
滕
本
霞
父
子
の
傳
は
、
昭
和
七
年
七
月
大
分
縣
下
霖
敎
育
會
版

「
下
毛
郡
誌」 

六
五
六
丄
ハ
六
一
頁
に
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
君
人
技
玆
に-|
1
ん
で
富
田
正
文
氏
の
懇
切
な
る
敎
示
を
感
謝
す
る
も
の
で
ぁ
る
。

通
'货
输
を.
中
心
-«
し
て
禅
び
福
澤
选
虫
の
經
濟
論
を
觀
る 
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